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考える防災 

１．防災・減災・危機管理の考え方 

「さあどうする！防災」の石川さんが防災情報を連載されてきました。

新しく「防災を考える会・磯子」として発展的に移行し、私（片山 晋）

が代表になりました。よろしくお願い致します。本会は、防災の地域力

向上を目指し、防災資料の作成や出前講座の開催、地域防災システム構

築のアドバイスなどを行なっていきます。 

今回はイントロとして「防災・減災・危機管理の考え方」です。被害を

受けてしまった後始末は狭義には防災ではありません。防災・減災とは

１次被害を被らず２次被害を起こさないようにすることです。先ずは、

命を失わないように、家屋財産を 

失わないように、避難所に行かなくて良いようにすることです。 

そしてそれらへの備えは優先度を考えて取り組むことが大切です。 

あらゆる災害（危機）に備えるためには、次のような原則があります。 

１）最悪の事態を想定する 

  想定内ならそれなりの対応ができますが、想定が甘いと適切な対応がで

きずパニックになり被害が拡大します。 

２）破綻より過剰対策（最適度の対策は不可能） 

あらゆる対策は無駄に見えますが、破綻防止の保険のようなもので必要

なことです。 

３）疑わしくは行動する 

多分被災者は居ないだろうと無行動ではなく、

疑いのあるときは先ず行動をする。 

４）空振りは許されるが見逃しは許されない 

避難指示をだし避難したが何事も無かったは

良いが、出すべき避難指示を出さないのは許

されない。 

 

次回から、順次具体的な事例を交えて説明していきます。自分自身の防

災力向上、地域の防災力向上の参考に、ご期待下さい。 
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考える防災 

２．災害時の最悪を想定する 

災害時の被害想定なくして心構えや対策はできません。その想定は最悪

の被害をイメージすることが危機管理の基本です。そして防災とはイメ

ージした被害を適切な対策によって可能な限り小さくする取り組みで

あり努力です。 

これまでの首都圏直下大地震の死

者想定は 3万人弱でした。不幸中

の幸いとされる「阪神淡路大震災」

では６,４５４人が亡くなりまし

た。最悪の季節と時間帯に首都圏

直下大地震が来ればどうなるでし

ょう。人口は神戸の１０倍です。

「関東大震災」では１０万 5 千人

が亡くなりましたが、現在の人口

は当時の数倍です。加えて当時よ

り悪い条件は、車やガソリン、高

層ビルが無数にあり、燃えると有

毒ガスを発生する化学製品があふ

れています。 

一方、良い条件としては、家屋の耐震性と耐火性の向上、情報伝達手段

の進歩などでしょう。家屋倒壊、大火災、ガス爆発、列車転覆、大津波、

等々の最悪を想定しイメージすれば、首都圏の想定死者数 3万人弱は大

幅に甘いことは明白です。イメージできれば、想定イメージどおりの最

悪の事態にならないための方策を考えることができ、適切な事前の備え

対策が可能になります。公助はさておき、自助・共助、すなわち家庭や

地域の適切な備えと対策は自ら行えます。その積み重ねが全域の被害縮

小に大きな効果をもたらします。防災は範囲と奥が広く一律ではありま

せん。一般論の鵜呑みな対策ではなく、地域性や社会環境を考慮してよ

く考えて適切な備え対策をする。また、後で修復できることより、命を

失わないことなど、取り返しのつかないことを優先し、重要なことから

取り組むことが大切です。 
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考える防災 

３．防災は発災直後への備えと対応が重要 

大災害により命を失ったり家屋財産を失うなどの運命的被害は、 

殆ど災害発生直後の１時間以内に生じます。いざその時には考 

えている時間も余裕も冷静さもありません。大地震による家の 

倒壊.、崖崩れ、火災の多発、津波の襲来、等々、その時の状態 

をイメージし、事前に対処方法をケース・バイ・ケースで、あらかじめ

考えてくことが大切です。そうすれば反射的に行動ができ、助かる可能

性が高くなります。 

さらには発災直後の運命的最悪事態に陥らないように、しっかりと事前

に備えておくことが何より大切です。 

災害が発生しても公的機関の災害対策本部が直ぐに立ち上がるとは限

りません。通信網が途絶しており被害状況の把握もままならない状況に

おかれ直ちには動けません。とすれば運命を左右する発災直後１時間程

度の対処行動は、自分自身で身を守る（自助）と近隣地域の連携で守る

（共助）しかありません。 

具体的な消防の態勢を例にすれば、救急車は横浜市全体で６３台、磯子

区では２台しかありません。平時には間

に合っていても大災害発生直後に来てく

れることは絶望的でしょう。ましてや電

話もケータイも使えず１１９番通報すら

できません。 

重ねて言いますが、発災直後１時間程度

の運命を左右する段階は自助・共助しか

ありません。そして運命の１時間におけ

る被害を軽減する事前の備えと対処方法

が極めて重要です。 

備えとして、食料の備蓄も必要です。 

しかし災害時に食料がなくて餓死した人は世界的にも例がないそうで

す。命を失っては、食料もトイレも要りません。まずは命を失わないこ

と、家屋財産を失わないことを優先して自助・共助に取り組みましょう。 

さて、次回からは、徐々に具体的な備えや対応の考え方に入っていきま

す。 
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考える防災 

４．生き残る我が家の対策（事前の備え） 

積み木は無限に積み上げることはできず、いずれは崩れます。関東から

九州に至る日本列島南部には地震のエネルギーが既に崩れる寸前までに

積みあがっており、さらに時々刻々と上積みされ続けています。その結

果として必ず起こる大地震を阻止することはできませんが、その時に生

き残る備えや対応は可能です。 

なんと云っても最大の備えは家屋の耐震化と家

具の固定です。 

家が倒壊せず、重量家具が飛んで来なければ、命

を失う確率も火災の発生率も大幅に低減でき、最

も大切な命と家屋財産を守る最大の備えになり

ます。 

それは自分や家族のためだけでなく地域社会を

守ることへの義務であるともいえます。 

皆様の備えは、水の備蓄、食料の備蓄、簡易トイ

レや非常持出品の準備などではありませんか？

これらも必要ですが、それは災害後を過ごすため

のものであり、減災に寄与するものではありませ

ん。まずは減災への備えを優先しましょう。 

耐震補強と家具の固定に続く備えは、明かり、脱

出/救助具、消火器、などです。 

大地震では停電し、夜なら真っ暗です。目を閉じてガレキの中を歩くこ

とを想像すれば明かりは不可欠です。 

それは自宅内だけでなく、外出時にも小型ライトの携帯が命拾いにつな

がります。家のドアが開かず閉じ込められるかもしれません。２階以上

の窓からの脱出が必要かもしれません。 

バールやロープも備えましょう。それらは脱出だけでなく救助にも有効

に役立ちます。大災害直後には消防車は当てにできず、消火は近隣で行

うしかありません。 

初期消火に失敗すれば地域全域が延焼し焼失します。火災への備えと

対応は自分の家のためだけでなく地域への責任です。 

さて、あなたの家の耐震性はアリマスカ？ 家具は固定シテイマスカ？ 

停電時の明かりは常に確保されていますか？ 脱出機材はあります

か？ 消火器は何個ありますか？ 
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考える防災 

５．生き残る我が家の対策（その時の行動） 

我が家に居るとき、地震の初期微動を感じたり緊急地震速報が出た時に

は、どんな行動をとりますか？ その時の行動について、ほとんどの方

は事前に考えていないのではないでしょうか。いざ大地震の時、とっさ

に冷静で適切な判断をして行動のできる人は稀であり、大方の人はじっ

として様子をうかがっているだけです。そうではなく、あらかじめ取る

べき行動を考えておき、小さな地震と思ってもその行動を実践し、それ

を習慣化することが大切です。もしかして、グラッときたら机の下に入

ることにしていませんか？  

絶対に倒壊しないと確証のある丈夫な家に住

んでいて、しかも家具はもちろん机も固定さ

れていれば、それも良いでしょう。 

もし家が倒壊すれば、奇跡的に机の下に空間

ができても脱出はかなり困難です。火災が迫 

ってくることも考えられます。 

では、我が家の安全ゾーンはどこか考えてみ

てください。 

丈夫な場所、飛んでくる大型家具のない場所、

外に逃げ出し易い場所、履物がある場所、そう考えると多くの家は玄関

です。 

いざその時、例えば玄関へ素早く移動することを習慣化しましょう。 

緊急地震速報や揺れを感じて、玄関まで移動したが小さな地震であった。

そのような空振りでも何も失うものはありません。「疑わしくは行動せ

よ」です。実践的な良い訓練と心得ましょう。家に閉じ込められないた

めには玄関から家の外に出る方がさらに良いでしょう。玄関など我が家

の安全ゾーンへ移動中に大きな揺れが来て転倒し怪我をする恐れがあ

るので揺れが治まってから移動すべし、と云う人がいます。家が倒壊せ

ずに揺れが治まる保証はありません。怪我は治りますが、机の下でじっ

と待って圧死や窒息死してはお仕舞いです。そして、その時の行動のた

めの事前対策として、安全ゾーンへの通路、玄関など出口の上からは落

ちてくる危険物がないようにしておくことも大切です。 
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考える防災 

６．津波の想定と対応 

磯子区は東京湾に面しており津波への対応も必要です。これまで東京湾内

の想定は１m（希望想定）程度でしたが、1703 年の元禄地震まで遡った

検証の結果、県では想定を４ｍと大きく見直しました。しかし、もっと昔

に遡ったり、確率は小さいが大潮と台風との重なり、対岸からの反射波の

重なり、さらには未知の要因も加味して「可能性想定」として６m 程度に

すべきだと思います。そんな大津波が来たとき物理的に 100％防ぐことは

現実的ではなく、被害をできるだけ小さくする備えや行動の努力を皆が行

なうことが肝要です。3.11 の津波は未曾有の被害でしたが、あれが停電の

夜だったらと思うとゾッとします。 

以下は私の考える「津波への対処１０か条」です。 

１．最悪の大津波を想定し、その防備の限界を知ろう。 

 （東京湾内でも５～６m 程度の津波はあり得るが、 

  それに対する防備は無い） 

２．大津波時の対処方を家族・近隣で共有しておく。 

 （1０分で逃げる場所、5 分での場所を決めておく 

  夜なら懐中電灯は命の明かり） 

３．貴重品より命を優先せよ。（命より大切なものはない。貴重品はあきら 

  めよ、取りに戻る 1分が命取り） 

４．いざその時、近隣に知らせる仕組みをつくれ。 

 （停電でも可能な方法。例えば笛を皆で持ち吹きながら逃:げる） 

５．大丈夫と思わず、率先して速やかに高台へ逃げよ。 

 （貴方の躊躇が回りの人に伝染する。率先して逃げの流れをつくろう） 

６．車は使うな。（過疎地を除く、磯子区の状況では車は厳禁） 

７．逃げられないと判断したら、近くの鉄筋建物の高層階へ。 

 （大型鉄筋建物の高層階は高台に次ぐ安全場所。とっさの判断が肝要） 

８．引き返すな、津波警報解除まで戻るな。（津波 1 波より長時間後の 

  ２波３波が大きいことが多い。自己判断は禁物） 

９．底の固い靴を履いて逃げる。（地震後はガレキ道。怪我をしては逃避 

  行動が遅くなり後の活動も制約される） 

10．家の耐震化と基礎への固定、家具の固定はおこたるな。 

 （家が倒れず家具の散乱がなければ、逃げ出し時間が短縮される。 

  津波で家が流されなければ、自宅と地域の被害が軽減される） 
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考える防災 

７．地震への対処１０か条 

Ｍ７級の関東直下地震が発生する確率が 4 年以内に 70％、30 年以内

に 98％との報道がありました。この数字はともかく、いずれは 100％

来ますので心して準備し対応することが大切です。前回は私の考える

「津波への対処 10 か条｣を掲載しましたので、今回は「地震への対処

１０か条｣です。 

１．最悪の被害状態を想定し、優先順位を付

けて備える。 （一時的な 

不便や快適さより、取り返しがつかない

事柄を優先しましょう） 

２．耐震補強と家具をしっかり固定し、安全

な家にする。 （地震災害の８０パーセント以上が家屋内での圧死

と窒息死です） 

３．自分と家族の命を守ることを最優先に考える。 （死ななければ後

は何とかなるものです。生きて次は近隣者を助けましょう） 

４．地域が延焼しないため、自分の家からの出火防止に努める。（大災害

時、消防は直ぐには来られません。地域での初期消火が不可欠です） 

５．地域住民全体の防災意識向上を目指し啓発活動を継続する。 

 （一部の人だけでなく防災意識のボトムアップこそが大きな力になり 

ます） 

６．地域住民情報を収集し災害時に速やかな活用を可能にする。 

（個人情報保護法は 5,000 人以上が対象。情報提供拒否は一部の人だけ 

 です） 

７．災害発生直後における地域共助の仕組みを作る。 （災害発生直後 

への対応は相談している時間はありません） 

８．救助救命・初期消火の共助で活用する資機材

を充実させる。 （トランシーバ・消火器・ 

バール など基本ツールを可能な限り配備し

ましょう） 

９．実戦的な防災訓練を行う。 

 （地域の訓練は発災直後の取り返しが付かない事への対応訓練を優先

しましょう） 

10．近隣でお互いに心配し合える関係をつくる。 （防災の仕組みや 

備えだけではうまく機能するかどうか分りません。仕組みと近隣の顔

の見える関係が両輪となって、揺るぎない効果が発揮されます） 
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考える防災 

８．実践的防災訓練 

来るべき首都圏大災害に備えて、実践的で効果的な防災訓練について考

えて見ましょう。 

自治会・町内会の防災訓練と地域防災拠点、さらに地区の防災訓練とは

立場が異なるので全体的には同じではないはずです。自治会・町内会で

は発災直後の対応、迅速な被害確認、安否確認、救出救護、初期消火な

どへの対応が最大の課題です。 

地域防災拠点や地区では、発災直後から少し時間が経過した時点からの

対応が山場になります。そして地域防災拠点では避難者の受入れと生活

の維持が中心になり、地区では地区内各地域間の人的・物的連携共助が

主体になると考えられます。優先すべき訓練の分析は、発災直後からの

時間経過と重要度を縦と横にした図表に、例えは「安否確認訓練｣「救

出訓練」｢避難誘導訓練｣「炊出し訓練」「消火訓練」「三角巾訓練｣「仮

設トイレ組立訓練｣・・・これらはどの時点に対処すべきことか、重要

度は大か小かについてプロットして考察してみましょう。健常者なら何

も食べなくても３日では命まで失いませんが、家から脱出できず火や水

が迫れば命を失います。最も重要な生命と家屋財産消失に関わり一刻を

争う時点は、顔の見える近隣、主として自治会・町内会の対処とならざ

るを得ないでしょう。発災直後に会長や役員が不在であっても短時間に

多くの事柄に対して同時に対処しなければ成りません。したがって取り

返しのつかない重大な事への対応をより多くの人が担うことへ重点を

置いた訓練を行なうなど、実践的で効果的な防災訓練を行ないたいもの

です。 

災害時の炊出しは一刻を争いません。大きな鍋と米と水があれば、訓練

しなくても誰でもできます。それ

より地域から一人の犠牲者も出さ

ないために、一刻も速く地域全員

の安否確認を行ない救出すること、

地域のどこで火災が発生しても素

早く連携した初期消火ができるこ

と、必用に応じて地域全員の避難

誘導ができること、などへの対処

訓練が重要だと考えます。 
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９．災害時の行動マニュアル 

大災害が発生した場合にどう対処するか、特に発災直後の命と家屋財産

を守る最も重要な運命を左右する時間帯には、大方の人がパニック状態

になります。そして冷静で的確な判断が困難になります。しかし災害が

発生してから考えている時間的余裕はありません。したがって予め基本

的な行動マニュアルを作成し皆で共有し承知していることが大切です。

ここでは自治会・町内会における「災害時の基本行動マニュアル」はど

のような考え方で作成すべきか考えてみましょう。 

1.災害時のマニュアルは簡潔で分かりやすいこと。 

いざその時に役立つには、事前に一度読めば概ね記憶にとどまる程度

に分かり易く簡潔であることが必要です。その時読み返す必要性ある

マニュアルは緊急時には役立ちません。 

２.災害対策本部の立ち上げは判断を要さず誰もが客観的に分かること。 

災害対策本部の立ち上げは、判断する責任者が居るとは限らず、また

協議している暇もありません。当地域に震度 5 強以上の地震があっ

た時、避難注意報が出た時、区の災害対策本部が立ち上がった時など、

客観的、自動的に立ち上げるように決めておく。 

３.責任者不在でも機能する内容であること。 

災害時には責任者も不在の可能性があります。その時に居る者だけで

防災・減災への対処が機能させられること、行動ができることが必要

です。 

４.活動の優先順位を決めておくこと。 

災害発生直後の防災・減災への対処はトリアージが必要です。事案情

報の入手順や目先の小事にとらわれず、案件の重要性と緊急性を勘案

して、事前に優先順位を決めておきましょう。 

５.災害対策本部の終了は責任者の判断による。 

被害状況は地域により異なるので、災害対策

本部の終了は地域の責任者が活動の必要性が

なくなったと判断した時点で終了すれば良い。 

６.マニュアルは心得・指針であり、これに縛ら

れず臨機応変に対処することを明記する。 

災害時の行動マニュアルの必要性は大へん高いです。しかし、マニュアル

は全ての災害事象や規模にマッチさせることはできません。マニュアルに

とらわれ過ぎずその場の状況に応じて臨機応変に対応することも大切です。 
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１０．災害時の情報伝達（１） 

災害時には被害状況や被害がどう進行拡大しているか、などが分らなけ

れば適切な判断も行動もできません。多くの人がパニック状態での判断

や、何も分らないままに流されて行動すれば２次災害が拡大することに

なるでしょう。そんなときに信頼できる情報があれば、適切な対応と素

早い行動につながります。すなわち発災直後の情報伝達は減災のため、

２次災害防止のために極めて重要です。その情報の受信と伝達について

考えてみましょう。 

 大災害時の情報入手にはラジオが有効と言われおり、既に皆様も 

準備されていることでしょう。テレビやインターネットや携帯電話 

は停電やら通信網の被災、そして通信制限により不能になる可能性が 

高いのに対して、ラジオはダウンする可能性が低く乾電池で聞くこと 

ができるからです。まだ準備していない方はぜひ準備して下さい。 

しかしラジオの準備だけで安心しないで下さい。それだけでは最も重要 

なことへの対応はできないのです。 

災害発生直後にラジオからは、地震や津波情報、そして避難指示など

を知ることができ極めて有効です。ところがそれは広域な情報であって、

発災直後における地域被災現場の深刻な具体的情報ではありません。し

かしそのような情報が最も大切なのです。自分の身の安全、同居家族の

安全が確認できたら、次は地域から犠牲者を出さ

ないこと、火災で延焼させないことなどでしょう。

そのためには地域での共助体制を機能させなけ

ればなりません。また大規模被害が発生していた

ら、その状況を一刻も早く公的機関へ伝える必要

があります。それにはラジオではできない連絡、

すなわち情報の発信が必要です。 

携帯電話やインターネットが使えない時に、どの

ような状況を想定し、そして情報伝達手段を準備

し訓練しておけば良いか等については、次回に考

えてみましょう。 
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１１．災害時の情報伝達（２）  

夏の夕刻に大地震が発生！ 我が家は倒壊しなかったが飛んできた家

具で子供が軽い怪我をした。幸い家族全員の命に別状ない。停電になっ

た！ 携帯電話は通じない！ お向かいの老夫婦の家は傾いており中

に閉じ込められている模様！ ところどころの電柱や家が倒れてい

る！ 数軒先で騒ぎがする火災が発生しているらしい！ これでは

200m ほど先の崖も崩れているかもしれず崖下の知人が心配だ！ こ

のような状況になった時あなたはどうしますか？  

火事を初期に消さなきゃ延焼してしまうので、消火器具と人の動員が急

務です。重傷者が居るかもしれないので各戸の安否確認を手分けして行

い安全な場所への誘導も急がれます。近隣だけでなく自治会・町内会全

域の被害はどうなっているか把握して適切な対処も必要です。崖崩れの

心配な場所を調査して必要なら行政機関への連絡もせねばなりません。

これらは一例ですが発災直後には、一刻も早い連絡（情報伝達）が最初

に必用で、これがなければ速やかな共助活動は始まらず被害は取り返し

が付かないように拡大してしまうでしょう。 

災害時の情報伝達手段として有効なのはトランシーバの活用です。仮に

携帯電話が使えても連絡は１人づつしかできず非効率ですがトランシ

ーバはダイヤリングの必要もありません。それぞれが放送局と同じで一

度に多勢への連絡が可能であり、災害時にはうってつけです。そして何

より、中継もなく直接交信しているので災害時でもダウンすることがな

く確実に使える信頼性が高いツールです。 

自治会・町内会などの地域では、トランシ

ーバを数世帯から１０世帯に１台の割で

保有し、使い慣れていれば理想的です。ト

ランシーバにも種類があり、小エリアの連

絡用に最適なのは「特定小電力トランシー

バ」です。他の自治会間や区役所など距離

のある連絡用には「デジタル簡易無線」と

称するトランシーバが有効です。次回はこ

れらトランシーバの活用法について考えます。 
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１２．災害時の情報伝達（３）  

大災害発生直後は消防車も救急車も来てくれることは絶望的で、初期消

火も人命救助も近隣地域での自助共助が基本です。この段階の緊急連絡

は殆どが近距離の連絡であり、それに適した連絡ツールが「特定小電力

トランシーバ」です。遠くまでは届きませんが最も重要な発災直後はこ

れで届く範囲の人しか当てにできないので十分に有効です。 

このトランシーバは、資格も登録も必要なく、買った時から誰でも使え

ます。自治会・町内会で役員や班長が保有したなら最初に共通して使用

するチャンネルを決めましょう。災害発生時や必要なときにはスイッチ

を入れることをルール化し先ずは良く聞きましょう。自治会・町内会の

災害対策本部や緊急を要する班長が発信すればスイッチを入れている

人全員に聞こえ伝わります。トランシーバが無ければ、初期消火や安否

確認、救出救護、避難誘導など本部から全班長への指示、一班長から本

部や全班長への緊急連絡は容易ではありません。走っての伝達では多く

の事は手遅れになるでしょう。こんな時トランシーバなら一度に全班長

に伝わるので減災への大きな力になります。 

トランシーバの使い方は「交互通信」であり、自分と通信相手との 

双方が同時発信はできません。発信（喋る）と受信（聞く）とは 

交互に行います。携帯電話とは少々違うので、簡単ですが防災訓練 

だけでなくお祭や防犯パトロールなどで普段から活用し使い慣れて 

おくことが大切です。災害発生時には役員や班長さんも不在かもしれま

せん。 

トランシーバは本人だけでなく家族や周りの人も代わって活用できれ

ばベターです。 

通信能力の高いトランシーバ「デジタル簡易無線」も使い方は同じです。

資格は要りませんが登録が必用です。これを近距離通信に多用するのは

他の地域からの混信を受けたり与えたりするの

で適当ではありません。必用に応じて自治会・

町内会等で少数を持つのが良いでしょう。 

発災直後は命や家屋財産を失う率が高い時間帯

です。ここでの連絡手段の有無が明暗を分ける

可能性があります。 
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１３．安否確認 

大災害が発生したとき地域では、初期消火が先か、救命活動が先か、逃

げるのが先か、などはそのときの状況によって異なります。しかし、ど

の場合でもその前後には速やかな全員の安否確認が欠かせません。安否

確認に当り、この家にはどんな人が何人住んでいたか分らないようでは

時間がかかり手遅れになるかもしれません。災害時には健常者も怪我を

して要援護者になるので、平時から全世帯全員の正確な把握が必要です。 

個人情報保護法は 5,000 人以上が対象であり、自治会・町内会の活動

には通常適用されません。平時に家族の人数や性別、年齢、血液型、障

害の有無、連絡先、などのデータを提出しておいた方が、助けてもらえ

たり、また助けてあげられることにつながります。データ収集は強制で

なくても実行してみると多くの人から出していただけるものです。 

収集したデータは活用できなければ意味がありません。災害発生直後に

そのデータは必要です。防災訓練における安否確認では、各世帯の事前

データと、その時に確認したデータとの照合、災害時不在者の確認、地

元に居たはずの安否不明者割り出し、そして救出活動へとつなげられれ

ば理想的です。 

救出活動そのものはさておき、現実の災害時における全世帯の安否確認

は、訓練より時間がかかると思われますが、

訓練では全世帯安否確認が1時間以内にで

きることが望まれます。速やかな安否確認

は、一部の人が確認して回るのでは無理が

あります。またその時確認担当者が居ると

は限りません。そこで全世帯の健常者全員

が近隣の３～５軒の安否確認をして最寄の

班長や自治会・町内会本部に届けるなど、

全世帯参加で安否確認を行うのが一つの方

法です。この方法は毎年訓練で繰り返すと近隣の顔が見えて絆ができて

くる。そして生きた共助へとつながるメリットがあります。 
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１４．２時間以内の救出 

 大規模災害時の人命救助に関して発災直後の公助はあまり期待できま

せん。阪神淡路大震災時では救出された生存者の約８５％が近隣地域者

による救助でした。この数字も地域で安否確認や救出の仕組みを作って

訓練しているか、そして地域住民の絆がしっかりできているか、などに

より違ってくると考えられます。 

火災が迫っている時の救出は急を要します。そうでなくても救出は早け

れば早いほど生存率は高まります。ガレキ等で強く挟まった被災者の救

出も早い救出（２時間以内）が望まれます。長時間強く挟まれた被災者

を助けようと思ってジャッキでガレキを除去すると、いままで生存し意

識があった人が急に亡くなることがあります。これを「クラッシュ症候

群」と云います。これは長時間挟まれていて筋肉から血管に溶け出した

カリウムが、解放により心臓に流れて即死に至るものです。もちろん、

挟まりの強さによって異なりますので、長時間でも大丈夫の場合も当然

ありますが、圧迫しているガレキを除去して良いかどうかの判断は困難

だと考えられ、消防や医師など専門家が来てくれるなら任せるべきだと

思います。 

「クラッシュ症候群」で死に至るのは強く長時間挟まれていた場合であ

って、２時間以内なら、先ずその心配はないようです。閉じ込められた

人、家具や倒壊した家に挟まれた人などの救出は、２時間以内なら専門

家の判断を待たずに、２次被害に注意をしながら、近隣地域者の共助で

救出することが可能です。 

後悔するような犠牲者を地域から出さないため、いざその時に救出救助

の仕組みが機能するように近隣の絆を醸

成しておきましょう。早期救助のためには

被災者の早期発見が不可欠です。救助活動

の前段階として、その時に全員の安否確認

が短時間に確実に行えるように、平時から

の住民データの把握も必要です。これらは、

近隣の絆と信頼関係が大きな鍵になると

考えます。 
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１５．帰宅困難者 

平成２３年３月１１日の東日本大震災時では、首都圏で帰宅困難者が４

～５百万人だったと言われています。歩道はラッシュの電車並の混みよ

うになり、交差点で信号が赤でも後から押し寄せる群衆で押し出されて

危険な状態だったとのことです。来るべき首都圏直下型大地震が日中に

起こればこれ以上の帰宅困難者数となることでしょう。 

このことを踏まえて、急いで帰宅するのではなく会社や事務所に留まっ

て情報収集し様子を見て泊まるなり時間をずらして帰宅するようにし

ましょう。と大合唱のように云われています。本当にそれで良いのでし

ょうか？ 

3.11 の時、首都圏では、停電した地域や電話がつながり難い状態が続

きましたが、家屋の倒壊や火災等の被害は殆どありませんでした。ただ

交通機関が止ったがためだけの帰宅困難でした。家族との連絡が取れな

いため心配で早く帰ろうとしたり、翌日が土曜日と休日なので帰ろうと

した人が多かったと思われますが、あの 3.11での首都圏の状況では留

まって時間をずらして帰宅しても問題はなく、それで良かったでしょう。

しかし、阪神淡路大震災並の首都直下大地震だったら事情が違います。

家屋は倒壊し火災が多発します。首都圏は過疎地域と違い行けども行け

ども建物が続いています。初期消火に失敗すれば手の施しようがなく延

焼し火災旋風も発生します。津波から逃げるのと同様に一刻も早く逃げ

るしかありません。津波は高台に逃げれば良いのですが、火災はどっち

へ逃げれば良いかは状況で異なるので難しい判断が必要です。 

個人では広域の火災発生状況の把握は困難な

ので情報収集が欠かせません。携帯電話は大

災害の場合、輻輳や中継施設の破壊等で、ま

ず通じなくなるでしょう。ラジオはダウンす

る可能性が小さいので、持っていると命拾い

することになるかもしれません。 

誰でも出先で大災害に遭遇すれば帰宅困難者

になりますが、その時の状況によっては、留

まって様子を見てから帰宅して良い場合と、早くその場から脱出しなけ

ればならない場合があることを心得ておく必要があります。首都圏の火

災は津波より怖いです。このための公的な災害時避難脱出誘導システム

の構築が望まれます。 
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１６．重要な初動活動は自治会・町内会 

大災害が発生した場合、最も重要なのは命を失わないことです。これに

関しては誰も同じ考えでしょう。皆様の防災対策は「水と食糧の備蓄」

「非常時持ち出し物の準備」「簡易トイレの準備」などだけではありま

せんか？ これらも必要な物ですが生き残った後に必要な物ばかりで

あり、その前に生き残る対策を優先する必要があります。避難生活をお

くる「地域防災拠点学校」や、煙や火災などから一時的に退避する「広

域避難場所」へは出来れば行かなくて済むように、事前に被害を小さく

する備えや体制を構築し、それを実践するための「自助」「共助」の行

動ができることが大切です。避難生活を行う段階では「自助」「共助」

に加えて「公助」も必要です。また、復旧・復興の段階では「公助」は

不可欠です。一方、災害発生直後の「公助」は物理的にも限界が有り無

理なのは明らかです。この最も重要な時点、すなわち命と家屋財産を守

る段階の「緊急避難」「初期消火」「生死を分ける救出救護」には「公助」

ではなく、各家庭の「自助」と近隣や自治会・町内会の「共助」しかな

いと云っても過言ではありません。3.11 においても被害の大小は、地

域住民の意識の高さと取組みの差によるところが大きかったとの報道

も多くありました。その後、各地での意識の向上や取組みが徐々に進展

してはいます。しかし現状では、まだまだ各家庭でも自治会・町内会で

も、防災・減災への取組みの程度には大きな温度差があります。速やか

な地域住民の安否確認、倒壊した家からの救出や初期消火、 

そして要援護者の避難支援などは、近隣者や自治会・町内会など地域住

民の「顔の見える関係」による「共助」

が大きな力と効果をもたらします。皆の

意識の向上と連携共助の取組みが進めば、

地域が守れ、その積み重ねが磯子区全体、

そして横浜市全体の被害減少につながり

ます。あとで悔いが残らないように「我

が地域からは犠牲者が出なかった」とし

たいものです。 
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１７．家屋の耐震補強 

今回は、具体的な自助対策「家屋の耐震補強」について考えてみましょ

う。横浜市では一戸建て個人住宅は無料で耐震診断をしてもらえます。

そして補強が必要なら補助金制度があります。ところが、古い家に今さ

ら多くのお金をかけたくない。高齢者の一人暮らしなので今更新築でも

ない。大地震が来たら死んでも良い。などと耐震化が進まないのが現状

です。地震災害において、家が丈夫であることが最大の防御です。倒壊

して命を失えば多くの人へ迷惑が掛かります。さらに倒壊は火災発生の

可能性が高く、延焼して大火災へと発展し近隣だけでなく地域全域の消

失にもなりかねません。逆に我が家が丈夫で何事もなく生き残ることが

できれば、近隣者の安否確認をするなど、小さな行為であっても重要な

人助け側になることができます。現在の建築基準法で定められた強度を

「１」とすると、昭和５６年以前に建てられた古い家屋の強度は「0.5」

や「0.2」かも知れません。「0.2」を「１」にまで補強するのはかなり

大変であり、大きな費用も掛かります。そこで、命を失わないために寝

室だけを補強したり、寝室シェルターを導入するのも一法です。別法と

して、強度「0.2」を「1」にするのは容易ではないので、「0.2」を「0.4」

とか「0.6」までにしてもやらないよりは良いとして、安価で行う方法

が考えられます。古い木造家屋は、床下の土台に柱が差し込んであるだ

けで固定されていない例が多くあります。これが倒壊の大きな要因にな

っています。そこで、どんな家でも床下には入れるので、土台と柱だけ

でも固定するのです。幸い、床下では土台も柱もむき出しですから工事

は容易です。防虫剤・防腐剤を注入して全ての柱をしっかり固定すれば、

それだけでもかなり強度が上がる可能性があ

ります。とにかく、家屋の補強は地震災害にお

ける最大の防御ですので、放置せず考えてみま

しょう。先ずは耐震診断について区役所に相談

してみましょう。そして工事に際しては悪徳業

者に、くれぐれもご注意下さい。 
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１８．家具の固定 

地震災害での最大の防御は家屋の耐震強化です。家屋が丈夫でも「家具

の固定」を怠ると命を失う可能性があります。全ての家具を固定するの

は容易ではありませんが、危険性の高い寝室を手始めに、そして大型の

重量家具を優先して順次固定しましょう。就寝中は無防備です。寝室に

は凶器になるような家具を置かないことがベストですが、なかなかそう

もいきません。家具はパタッと素直に転倒するだけではありません。大

地震では家具もベッドもふっ飛びます。置くなら安心できるようにしっ

かり固定することが肝心です。幼児が居る家庭では小型家具も凶器にな

りますので危険な家具は多くなります。高級家具は固定のためにキズを

付けたくないと良く聞きます。しかし高級家具は一般に重くてより危険

です。固定しておけば高級家具自身の保護にもなります。丈夫な家具を

しっかり固定すれば、家屋が倒壊した時の空間確保になる可能性もあり、

また多少は家の補強にもなります。高級家具もためらわずにしっかりと

固定しましょう。しっかり固定するにしても、例えば本棚自体の高さと

幅が壁の柱や梁の位置とピッタリと一致することは殆どありません。し

たがって固定するには壁に当て板を固定し、その板に「Ｌ型アングル」

等で固定することになり、それぞれの家具に対して工夫が必要です。天

井に突っ張り棒で固定するにも天井は

一般に弱いので同様に当て板が必要で

す。固定位置が融通の利くベルトやチェ

ーンで固定する方法もあり、一般に斜め

上に固定するように説明されています

が、直下型地震の楯揺れに備えて、可能

なら斜め下の向きに固定する方がベタ

ーでしょう。いずれにしても家具の固定

は極めて重要ですので、皆さんトライし

て下さい。 

ところで、誰でも簡単に固定できるよう

に、建築屋さんと家具屋さんが手を組んで、固定することを前提にした

標準化をすべきだと考えます。 
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１９．災害火災と初期消火 

平時に時々起こる火災では行政の消防はたいへん頼りになります。それ

でも全焼したり類焼することが希にあります。大地震災害時には火災が

同時多発します。道路事情も悪く消防車の数も足らず消火能力を超えて

手の施しようがなくなり、都市部では燃え尽きるのを待つばかりに近い

大火災になる可能性が大です。そんな大火災へと拡大する火元を我が家

から出しては悔いが残りますし申し訳ありません。でも燃え上がる前の

初期段階なら、消防でなくても誰でも消すことが可能です。皆がそうし

て初期に火災を押さえ込めれば、我々の家屋財産も地域全体も守ること

ができるので初期消火は極めて大切です。初期消火へ備えることは我が

家のことだけでなく地域住民としての義務であり責任であると思いま

す。ところで、皆様の家庭では初期消火への備えとして、火を出さない

と云う心がまえはありますか？ 出火時の消火の行動はできますか？ 

消火器は何本備えていますか？ 家の中の火元によっては消火器を取

りに行けなくなる可能性もあるので、消火器は最低限の備えとして、一

般的な粉末式消火器２本とスプレー式消火器２本は備えたいものです。

そして各１本は我が家の安全ゾーンに置くのが良いでしょう。２階屋な

ら他は別階に置くなどの配慮が必要でしょう。火災が発生したら、先ず

大声で家族や近所の応援を求めると共に、連絡手段があれば消防へも連

絡します。そして初期消火の行動としては、速やかな消火器の使用をた

めらってはいけません。とにかく、備えた消火具を駆使してしっかり消

すことが先決であり大切です。この「考える防災」シリーズの第１回に

危機管理の原則として「破綻より過剰対策」がありました。初期消火は

一人でなく、家族や近隣と協力連携し

て過剰と思える処置対応をしましょ

う。それでも、燃え上がり天井から家

屋全体へと火が回れば、消火器やバケ

ツリレーでは手に負えません。手に負

えなくなったと判断したら家屋財産

より命が大切です。近隣地域に呼びか

けて早めに逃げる必要があります。 
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２０．災害火災と火災旋風 

災害時の初期消火に失敗すればどうなるかを考えてみましょう。普段は

火災の発生件数よりはるかに多い台数の消防車がありますが、災害時は

その台数を超えた件数の火災が発生します。電話がダウンし１１９番通

報もできず道路事情も悪く消防は期待できません。初期消火に失敗すれ

ば手の施しようがなくなる可能性が高いです。首都圏の住宅密集地帯で、

こんな状況があちこちに発生すれば大火災になってしまいます。大火災

になると上昇気流による火災旋風が発生する事があります。火災旋風と

は分り易く云えば炎の竜巻です。関東大震災では東京両国の被服廠跡で

火災旋風が発生し、人間が舞い上がったと云われており、時には秒速

100m にもなるそうです。こうなっては燃えている家でも車でも舞い上

がりますから、かなり離れた場所へも飛び火することになり、さらに火

災域が拡大し、為すすべもなくなってしまいます。大火災では熱や炎や

煙の被害だけでなく、気づかない間に酸欠になったり、二酸化炭素や一

酸化炭素、その他の有毒ガスが発生して窒息死の可能性があるので早く

逃げる必要があります。一般には風上で低い方へ逃げるのが良いのです

が、その場の状況や環境によってとっさの判断が必要になるでしょう。

津波からの避難は高い所を目指せば良く、ビルなどの高層階なら水に囲

まれても助かるなど分り易いですが、火災からの避難は十分に離れる必

要があります。とにかく火災に囲まれては助かりません。どっちへ逃げ

るかその時の避難方向は状況により異なるので適切な判断能力が明暗

を分けることになるでしょう。首都圏の大地震では家屋倒壊や津波より

火災が最も恐ろしいと考えられます。火災旋風が発生するような大火災

になれば未曾有の犠牲者がでるでしょう。このような恐ろしい大火災で

あっても、我々地域住民の小さな力を合わせた自助・共助による初期消

火は可能です。どこの地域においても初期消火をしっかりやれれば首都

圏の大きな大きな減災が実現します。 
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２１．緊急地震速報について 

地震の揺れは音と同じ波です。地震波は縦波（Ｐ波）初期微動と横波（Ｓ

波）主要動があります。Ｐ波は速度が速いが遠くへは伝わり難い（減衰

が大）性質があり、Ｓ波の速度はＰ波の半分程度と遅く周期が長い振動

ほど遠くまで伝わる性質があります。またＳ波は海中などの液体中は伝

わりません。この性質から、ガタガタと揺れの早い地震は震源が近く、

ゆらりゆらりとゆっくりした揺れの地震ほど震源は遠く、ゆらりゆらり

で大きな揺れなら遠くの震源地域では大地震だと推定できます。3.11

は正にこれでした。緊急地震速報は、第１に地震計を多数配置して震源

に近いところでいち早く地震を感知する。第２に早く到達するＰ波を捕

らえて大きな揺れをもたらすＳ波到達前に速報を出すものです。大雑把

に云って震源から 500km 離れていると主要動の約 2 分前に緊急地震

速報が得られます。200ｋｍだと約 45 秒前に、100km では約 20 秒

前、50km で約 8秒前、20km で 1 秒前、震源の浅い首都直下型地震

では主要動の４秒後に警報が出ることになり間に合いません。直下が震

源の場合は間に合いませんが、震源の遠い南海地震や東南海地震はもち

ろん東海地震でも我が家の安全ゾーンへ移動する時間はあると考えら

れます。それは緊急地震警報が出たら直ぐに行動した場合であって、狼

少年のようにまた空振りだろうと疑ったり、大きな地震が来るのか

な？！と様子をみたりためらっていると間に合わなくなります。緊急地

震速報が出たら（考える防災ですがその時は）何も考えずに我が家の（近

くの）安全ゾーンへ移動しましょう。それが反射的・習慣的になれば、

いざその時には助かります。移動したが大きな揺れが無く空振りであっ

ても何も失うものはありません。携帯電話のエリアメールによる緊急地

震速報は揺れの大きい地域に出

されるので何も考えずに直ぐ安

全ゾーンへ移動しましょう。

NHK テレビの速報は全国放送で

あり、多くの地域では空振りにな

ります。しかし、これは不意打ちの良い訓練として有効に活用して行動

し習慣化しましょう。 

「いざその時に命を落とさないために！」 
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２２．我が家の防災グッズ 

非常持出袋や非常食などを準備しただけで防災対策をしたと思ってい

る方が多いのが現実です。大地震では先ず生き残る備えが大切です。今

回は災害時に備えるグッズについて考えてみましょう。非常持出袋の多

くは避難先で困らない物で構成されています。それに我が家族で必要な

特別なグッズに少し入替えれば良いでしょう。これらのグッズを準備し

ておくことは良いことです。しかし、これらは生き残った後に必要なグ

ッズであり、命を失えば大部分は必要のないものでしょう。先ずは命を

守ることが最優先です。身の安全が確保されたが家に住めない場合に非

常持出袋が必要になります。いざ大地震その時には持出袋を取り出した

り背負っている間に逃げ遅れるかもしれません。脱出時ではなく避難す

る時に確実に取り出せる場所に保管することが大切です。例えば外部の

物置、自動車の中、そして出入口に近い玄関などでしょう。寝室は一般

的に出入口から遠く適切でない場合が多いです。それとは別に「生き残

るためのグッズ」を優先して準備しましょう。それらは非常持出袋のよ

うに袋にまとめておく物ではありません。居住環境によってもかなり変

わりますので我が家に合ったグッズを準備する必要があります。夜は真

っ暗なので、停電でも自動点灯する充電式の明かり。家が歪んで玄関ド

アが開かない場合こじ開けたり、ガラスを壊して脱出したり、下敷きに

なった家族をテコ代わりにして救出したりと活用するバール。初期消火

を確実に行うため一家に複数の消火器。近隣者に助けや応援を求める笛。

できればメガホン拡声器や地域共通のトランシーバ。火事で階段が使え

ない場合の脱出用縄梯子やロープ。津波地域では、浮くだけでなく体を

保護するプロテクターになる救命胴衣、等々。外出先で災害に遭遇した

場合に備えて、携帯用ラジオと明かり、笛、方位磁石、などを持ってい

ると、自分だけでなく周りの人々の命

を救うことにもつながります。こんな

我が身と我が家に適した「生き残るた

めのグッズ」をぜひ備えましょう。  
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２３．家族との連絡・・手段は？ 

大災害のとき、家族全員が在宅より誰かが家を離れていることが多いと

思います。誰しも家族の安否が心配なので無理な行動をとり２次災害に

遭うことが多くあります。3.11 の時、首都圏では通信設備の物理的ダ

メージは殆どありませんでしたが、電話もケータイもつながり難い状況

になりました。これは多くの人が一斉に電話したため、道路の渋滞と同

様に通信網が飽和状態で通信不能になったり制限されたためです。音声

による通話は効率が悪く、メール通信の効率は格段に良いので、家族と

の連絡もメールで行いましょう。メールアドレスを知らなくてもショー

ト メール サービス（ＳＭＳ）を使えば電話番号でメールできるので、

災害時の音声電話は極力控えましょう。さて首都圏直下の大地震では、

通信網そのものが壊れて全く通信不能になることが十分予想されます。

私は、携帯電話と家庭電話（メタルケーブル）とインターネット（光ケ

ーブル）と３つを別系統にしています。万一の場合どれかが使えるかも

しれません。情報通信技術（ＩＣＴ）の進歩により多様な通信手段があ

ります。しかし直接衛星通信を除き、災害時でも確実に使える公共的連

絡手段はありません。 

肝心なのは、3.11 の時に東北地方がそうであっ

たように、全ての通信網が物理的にダウンした

場合（首都圏も多分そうなります）、家族との連

絡手段が全く無い時のことを考えておくことで

す。「津波てんでんこ」の教訓こそ究極の方法だ

と思います。災害が起こった時、帰宅に長時間

かかるようでは連絡できたとしても間に合いま

せん。離れていても家族は最善の努力をして生

き残っていると、お互いに信じ合えるようにし

ておくことです。最悪の被害想定に対して生き残る対処方法を考えて家

族で共有しておくこと、隣り近所や地域の人々との信頼できる共助体制

を構築しておくことなどです。これらは単なる連絡手段ではなく、あら

ゆる事態へ応用が効く価値ある手段です。 
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２４．災害時の食料  

災害時の食料は、これまで３日分を備蓄しましょうと言われてきました。

大災害時は、普段と同様に発災直後から毎食たべるわけではありません。

まる一日程度は興奮状態で食べるという発想がなかったと被災者の

方々から聞いています。食べることは一刻を争うことでもありません。

健常者なら水分だけ取っていれば３日は食べなくても大丈夫ですし、過

去の大災害において餓死した例は無いとも言われています。しかし、い

つまでも食べないでいることはできません。そして食べることは受けた

被害の大小に関わらず全員共通の問題です。３日で確実に食料が供給さ

れるのであれば、それほど深刻な問題ではないかもしれません。しかし、

流通網の寸断した状況下では被災地全員への均等供給は困難で、日数が

かかったり大幅な不足も生じるでしょう。最近では国の中央防災会議で

も１週間分の食料備蓄を提言しています。これまでの記憶にある国内の

大地震は、局地的であったり、人口の比較的少ない地域の被害でした。

では、迫りくる大災害時の食料について考えてみましょう。首都圏直下

の大地震や南海トラフ連動巨大地震などにおける最悪被害時の食糧問

題です。首都圏では大火災の発生が想定され、逃げるだけでも困難を極

めるので、１週間分の食料を持って逃げることは不可能に近いでしょう。

首都圏の人口も、東海から九州に至る南海トラフ連動地震域の人口も巨

大です。膨大な食料は外国からの調達が考えられますが時間がかかりま

す。また大災害時の状況では食料は容易に末端まで行き渡らないでしょ

う。幸いにして延焼を免れた家庭では食料を供出して近隣地域で分け合

う必要があります。そん

なことを考えると、３日

は食べなくても命までは

落としませんが、１週間

といわず、１ヶ月間程度

生き延びるための食料備

蓄が必要ではないでしょ

うか。そりはおいしく食

べられる食料と言うより命をつなぐ食料です。敬遠されるカンパンも復

活が必要でしょう。 
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２５考える防災 

２５．シェイクアウト訓練 

数年前から、アメリカで始まった「シェイクアウト」は、地震の揺れが

おさまるまでの約１分間、今居るところで、誰もが一斉に我が身の安全

を図る防災訓練です。皆で同時に行うこと、その場に合った我が身の安

全行動をとることは、すばらしいと思います。しかし「シェイクアウト」

では「ドロップ」（姿勢を低く）、「カバー」（頭を守り）、「ホールドオン」

（動かない）、が絵や写真で強調され過ぎです。今居る場所は千差万別

であり、その場に適した安全行動もおのずと異なります。人間は立って

いるのが最も敏しょうな対応力があり、しゃがんだり、寝ころんでいる

場合はその逆です。犠牲者の多くは逃げ遅れです。立って周囲を見てい

れば避けられるが、しゃがんで手で頭をかかえて床を見ていては、落下

物から避けられず命を落とすことにも成りかねません。危険な場所では

「ドロップ」「カバー」「ホールドオン」ではなく、近くの少しでも安全

な場所へ移動する方が助かるかもしれません。家の中なら「玄関など」

我が家の安全ゾーンへ速やかに移動する方が良いと考えられます。人間

は不意に足を払われると転倒して怪我をしますが、身構えて立っている

ときは容易に転倒しません。もし倒れても大怪我はしません。落下物の

ない場所では、立って視野を広くして状況を見て対処する方が良いでし

ょう。万一怪我をしても怪我は治りますが、命を落としては終わりです。

いざその時にどのような行動をとるかは、居る場所によって違うので、

普段からよく考えておかなければ、とっさに最適な行動はできません。

また、小さな地震でも、その場に適した安

全行動をとることを習慣化することが肝

要です。じっとして様子を見たりしている

と大地震の時には動けません。もちろん、

「ドロップ」「カバー」「ホールドオン」が

良い場合もあります。各自の日ごろの行動

範囲に照らして、それぞれの場所での、わ

が身を守る最適行動について良く考えて

「シェイクアウト」訓練に参加しましょう。 
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考える防災 

２６．「あわてて外に飛び出すな」は適切？？ 

地震の時「あわてて外に飛び出すな」が脳に刷り込まれていませんか？ 

多くの最新防災啓発パンフレットにも書かれています。これは適切でし

ょうか？ そもそも、家から脱出する時に上から落ちてきた瓦やガラス、

看板などでダメージを受けるから、揺れが治まってから出ましょうと言

うものでした。近年、地震時に飛び出したら走ってきた車にひかれた事

例があり、"そらみたことか"と報道されたことがありました。揺れが治

まるのを待ってからの脱出では、家が倒壊して命を落とすかもしれませ

ん。最近では緊急地震速報もあります。また初期微動の間など、大きな

揺れが来る前の行動が命を守ることになる可能性があります。確かに

「あわてる」ことは良くないでしょう。しかし、パニックになって「あ

わてること」と、冷静に「急ぐ」ことは全く違います。その時の冷静さ

を高めるのは、その時の取るべき行動を普段から考えておくこと、そし

て訓練をしておくことです。では「冷静に外に飛び出す」のは適切か考

えてみましょう。広場などで命を失うことは通常ないと考えられます。

一方、阪神淡路大震災では、死者の８９％が家屋の中での犠牲者でした。

これから考えると外に出た方が良いことになりますが、何処でも誰でも

そうと単純一律ではありません。大地震でも我が家は倒壊しない確信が

あり、落ちてくる物も家具の転倒飛来もない状態になっていれば、急い

で外に出ることはないでしょう。家の強度に不安があれば、補強できる

までは外に出た方が良いと考えられます。それには、出口の上から落ち

てくる物を無くすことなど、脱出ルートの安全確保を先ず行いましょう。

そして出たときの安全場所はここ、と考

えて普段から確認しておくことが大切

です。冷静ながらも急いで脱出しようと

した時、夜の停電で真っ暗であれば、そ

れも困難です。停電でも自動点灯するラ

イトをはじめ、各部屋に懐中電灯は欠か

せません。我が家からの緊急脱出が可能

かどうか、また出先の施設からの脱出方

法など、一度はじっくりと考えてみまし

ょう。 
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考える防災 

２７．消防車・救急車の数 

平時における横浜市の火事発生件数は、１日に３件弱、磯子区では１０

日に１件程度です。それに対して横浜市全体の消防署が保有する消火能

力のある消防車数は、およそ２００台、磯子区では８台程度ですから、

普段は十分に足りています。一方、救急車は横浜市全体で６３台、磯子

区には２台しかありません。横浜市全体の救急車出動回数は、年間１７

万回を超えており、毎日 1 台当たり平均で７．５回出動していることに

なり、普段でも余裕の無い状態です。横浜で阪神淡路大地震のような大

地震が発生したらどうなるでしょうか。横浜市全体で２４時間以内に約

３７０件の火災が発生するとの想定がありますが、阪神淡路大地震での

火災発生件数を横浜市の世帯数に比例させると５００を超える数にな

り、消防車数を遥に超えた件数になります。災害時は、断水で消火栓が

使えなくなったり、まともに道路を走れなくなるなど消火能力は極端に

悪くなるので、都市部では一端火がでれば延焼して焼け野が原と化す可

能性があります。燃えてしまっては何も残りません。そんな火元を我が

家から出しては、申し訳ありませんではすみません。一方、何万人もの

死傷者が出ることが予想されますが、６３台の救急車では全くのお手上

げです。そんな事情を認識すれば、我々住民が自ら対処するしかないこ

とは明白です。それには、大地震が来ても我が家からは絶対に火事を出

さないこと。我が家族の命は絶対に守る備えと、その時の行動をしっか

り共有しておくこと。そして地域

住民が協働で、初期消火や人命救

助をする仕組みの構築と訓練をし

ておくことが大切です。先ずは「生

き残ること」「家を焼失させず無事

に残すこと」です。それが出来て

いれば、その後の困難は何とかな

るでしょう。  
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考える防災 

２８．災害時のトイレ問題 

この「考える防災」では、生きていれば何とかなる、健常者は３日間何

も食べなくても、水だけで持ち堪えられる、と言ってきました。しかし、

トイレは命までは直結しないまでも直ぐに必要であり、特に人口密度の

高い都市部では大きな問題です。生活用水として、風呂水や雨水タンク

などの溜め水で水洗トイレを使うのは良いでしょうか。下水管は汚水処

理場まで全て下り坂とは限りません。場所によってはポンプアップもあ

り停電でポンプが動かなくなったり、下水管の破断があるかも知れませ

ん。確認がとれるまでは使わないのが原則です。マンションの高層階で

は、風呂水があるからとトイレを流すと、汚水パイプの破断で階下の部

屋に漏れ出すかも知れません。これも確認が取れてからの使用が必要で

す。磯子区では、根岸中学校と岡村中学校に、トイレ専用のマンホール

があります。専用の水タンクがあり、１日分の便･尿を貯めてからゲー

トを開けてタンクの水で耐震下水管へと流します。このような災害時専

用のマンホールトイレは、ごく一部にしかありません。そこで横浜市で

は、下水管が正常で水洗トイレの使用がＯＫの確認がとれるまでは、次

のようにします。水は流さないものの便座は使えるなら、便座にビニー

ル袋をセットして用を達し、凝固剤を振り掛けてゲル化するなど、液体

状態ではなくします。そうすれば燃えるゴミとして回収してもらえます。

凝固剤や猫用の砂などが無い場合、用を達すビニール袋に新聞紙を丸め

て敷き詰めて、水分を吸収させるのも、応急的な方法ですが、消臭と殺

菌効果もある専用の凝固剤等の準備もしておきましょう。 

なお、このことは現在の横浜市

の状況であって、下水道の耐震

化推進具合によって処理事情

は変化してくると考えられま

すし、横浜市以外での処理方針

は同じとは限りません。 
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考える防災 

２９．災害用伝言ダイヤル１７１、など 

大災害が起こったとき、家族や親戚、親しい友人の安否が最も気になり

ます。通信インフラが壊滅的な被害を受ければ連絡の手段はなくなりま

す。そんな場合でも、いろんな通信手段を有しておくと、ひょっとして

どれかが使えるかもしれません。電話・ケータイが集中して繋がり難か

ったり、部分的に壊れていないような場合は、安否を知らせる手段とし

て「災害用伝言ダイヤル１７１」が有効です。自宅の電話や自分のケー

タイが使えなくても、どこかの使える電話から伝言の録音が可能です。

毎月、１日と１５日、正月や防災の日などには、１７１を試すことがで

きますので、災害時に安否を知らせたい知りたい家族や親戚、そして親

しい友人と体験しておきましょう。１７１の使い方は、電話帳その他で

広報されていますので、それらに書かれていないことをひとつだけお伝

えします。それは、安否情報録音の最後に「次の録音日時を付け加える

こと」です。これにより聞く人は、心配のために何度も１７１にアクセ

スすることが避けられ、１７１電話への無駄な集中を避けることが出来

ます。いざその時はぜひ励行して下さい。「災害用伝言ダイヤル１７１」

は固定電話番号で登録・確認する音声でのサービスですが、携帯電話か

ら伝言を文字で登録し、全国から伝言が確認できる「災害伝言板」もあ

ります。さらに、インターネットでの「Web１７１」では、文字や音声、

映像も登録できます。これらのサービスは、あくまでも被災地の安否を

伝え確認するサービスであり、3.11 の時の首都圏のように殆ど被害の

ない地域では、これらのサービスは提供されません。しかし、その使い

方は、被災してからでなく平時に

確認しておきましょう。情報伝達

手段は、今後もどんどん進化する

ことでしょうが、どんな場合でも

確実に保証される伝達手段は有

り得ません。安否を知らせる前に、

我が身・我が家族が不測の事態に

ならないように、しっかりと事前

の備えと、いざその時の適切な判断と行動の共有が、より大切です。 
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３０．「明かりの確保」 

災害時には明かりが大切であることは、これまでにも触れてきましたが、

ここではもう少し詳しく考えてみましょう。大地震は何時来るか分から

ず、夜である可能性は半分近くあります。それが大地震であれば、ほぼ

100 パーセント停電になることでしょう。夜中の大地震で物が散乱し

ていたり、もしかして家屋や電柱が倒れたりしている状態で停電してい

る時に、家から脱出して一時避難場所へ行けますか？ 外出先で遭遇し

た場合に、より安全な場所へと移動できますか？ 明かりが無ければ無

理としたものでしょう。そこで、災害時の明かりとして、最低限どのよ

うな準備をしておくべきかを考えます。１．懐中電灯は電池の消耗の少

ないＬＥＤ式にして、いざその時は暗闇の中で別室へ取りに行って逃げ

遅れないように、各室と玄関および廊下などに備え、居住人数の２倍程

度の数を備える。２．同じ部屋に懐中電灯があっても真っ暗では、それ

を手にするのに時間が掛かります。寝室、居間、廊下などには、停電時

に自動的に点灯する充電式の明かりを設けましょう。３．乾電池の消耗

を考慮して、ソーラーや手動発電式のライトやランタンなども備えてお

くべきでしょう。４．蝋燭やガスボンベ式ランタンは、ガス漏れや余震

による家屋倒壊での火災につながるので、発災直後の使用は控えた方が

良いと思います。５．自宅ではなく、夜の外出中に、慣れない場所で災

害に遭遇して真っ暗になれば一歩も動けないでしょう。そんな場合には

携帯式の小さな明かりでも有効です。それを持っているか否かが明暗を

分けることになります。常に身につけて置く必要があるので小型の必要

があります。小型でも特殊なボタン電池を使用する物はお勧めできませ

んが、電池交換不要のソーラー充電式や握力充電式など、優れものグッ

ズもあります。真っ暗闇で全く明かり

が無ければ何もできません。しかし、

暗闇で避難したり移動したりするだ

けなら、弱い明かりでも十分に役立ち

行動できます。１00 円ショップの明

かりグッズで命拾いするかもしれま

せん。 
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３１．「考える防災・その未来の夢」 

大地震そのものは防ぐことは出来ず、その予知に関しても悲観的な見方

が大勢です。そこで今回は、近い将来の可能性や未来の可能性について

夢として考えてみます。まず、大地震の予知ですが、従来はほとんど陸

地の地表にしか無かった地震計を、近年は遥か沖合の海底をボーリング

して深くに地震計や精密温度計などの設置が進んでいます。すなわち震

源になりそうな部分を直接観測するので、緊急地震速報が少し早く出せ

るようになりますし、地震エネルギーの蓄積や大地震の前兆スベリも、

より直接的に把握できるようになると考えらます。大地震の前兆として

は、地上空間への影響を高精度ＧＰＳで捕らえて数分から数日前に異変

を感知出来る可能性があります。津波に関しては、沿岸遥か沖合いの潮

位計により、どの程度の津波が何分後に来ると、早くより正確な情報が

入手できるようになるのは近い将来には実現するでしょう。地震の予知

については、少しずつ進歩はするものの、地震そのものを防止すること

は出来ません。３．１１では日本列島を何分間も揺さぶりました。こん

な巨大なエネルギーを封じ込めることはできません。しかし、被害を起

こらなくすることは理屈上は可能です。地震はマグマの対流による地盤

プレートの移動エネルギーが、プレート同士の固着によって蓄積し、そ

れが限界に達して一気に崩壊することで起こります。ならば限界まで持

ち堪えず、常にズルズルとゆっくりすべり、大きなエネルギーが蓄積し

なければ良いわけ分けです。簡単に言えば、地震の巣に潤滑剤を注入し

て、常にスロースリップさせれば巨大地震は起こらない理屈になります。

大地震や大津波からの防御手段としては、都市全体が乗るようなメガロ

ート海上都市構想が古くからあります。

海上でなくても、状化が起こりやすい

平らな埋立地などでは、メガフロート

を陸上に置いてその上に町や工場を作

れば、地震や津波でも大きな被害にな

らない可能性があります。今すぐは無

理でも、過去１００年の技術の進歩か

ら見て、今後１００年の進歩はさらに

加速することは間違いなく、いずれ正

夢となるのでは、と考えています。 
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３２．「地域減災の積み重ね」 

危機管理の第一原則は「最悪を想定せよ」です。この「考える防災」の

第２回で、最悪の想定を取り上げました。関東大震災当時の横浜市の人

口は４４万人でしたが、２万２千人ほど亡くなりました。実に２０人に

一人の割合です。今の横浜は３７０万人ですので１８万５千人が亡くな

る計算になります。当時より災害に強くなった面も多々ありますが、便

利さ快適さ効率を追求した今の社会環境は、人口過密を筆頭に、９０年

前より悪い条件の方が多いように思えます。１８万５千人を、限りなく

減少させるのは難しい問題ですが、それは「それぞれの地域での減災の

積み重ね」が決め手だと考えます。大災害時における犠牲者の多くは、

発災直後の圧死、火災や津波からの逃げ遅れです。そんな犠牲者を減少

させるのは、命を守る事前対策、早期にもれのない避難誘導と救助が必

要です。発災直後の時間帯に、しかも一人の犠牲者も出さないと云う緻

密な対応について公的機関は成すすべが無く、地域での対応しかありま

せん。横浜市全体で１８万５千人の犠牲者は、人口１,０００人の地域で

は５０人の犠牲者になります。顔の見えた我が地域の犠牲者５０人をゼ

ロに近づけることは、地域の努力で可能性が持てます。そんな地域が全

域に広がれば、１８万５千人がゼロに近づくことになります。では、ど

んなことをすれば犠牲者の大幅な減少が実現できるでしょうか。防災・

減災と云いながら、実は災害後に困らない準備をしているのではありま

せんか？ 食料の備蓄や非常持ち出し物の準備も必要ですが、命を失え

ば不要です。地域での炊き出しは一刻を争う必要性はなく、訓練までし

なくても材料さえ有れば誰でも出来ることです。その前に命を守るため

の準備や対策が優先されなければなりません。家屋の耐震性強化、家具

の固定、消火器、バール、明かり、

等々の準備は各家庭でやらなけれ

ばなりません。自治会などの地域で

は、速やかな全地域住民の安否を確

認する体制を始め、初期消火体制、

救助体制、避難誘導体制、などが大

災害時に確実に機能することが大

切です。地域力で１８万５千人をゼ

ロに近づけましょう。 
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考える防災。 
３３．Ｊ-ＤＡＧ（発災直後の行動ゲーム） 

ジェーダグと発音します。大地震など大災害が発生した時、命や家屋財

産を失うのは、その殆どが発災直後の１時間以内です。しかし、この段

階で公的機関の支援は殆ど期待できません。そのときに命や家屋財産を

守るのは、近隣地域や施設などの小さなコミュニティー内での行動、す

なわち連携した適切な判断に基づく共助が決め手になります。発災時に

は、地域の責任者が不在かもしれません。電話もケータイも使えません。

停電で夜なら真っ暗でしょう。集まって打ち合わせている時間的余裕も

ありません。そんな状況下で、ただオロオロしていては救える命も救え

ず被害は拡大することでしょう。一方、その時に居る人達で連絡を取り

合って、連携して適切な判断と適切な行動が出来れば、被害は大幅に減

少することが期待できます。Ｊ-ＤＡＧ（発災直後の行動ゲーム）は、

地域や施設などで大災害に見舞われた時、最も重要な１時間内における

対処対応の判断と行動をグループで体験する訓練ゲームです。ゲームも

同じ１時間をかけて、すなわちリアルタイムで実戦的に実践します。体

で覚るので、実災害時には反射的に行動ができるようになります。その

時に何をすべきかだけでなく、事前にどんな仕組みと準備をしておけば

良いかなども見えてきますので、防災・減災力の向上改善につながりま

す。ゲームの概要は、大災害発生直後に分刻みの経過時間で発生する火

災や負傷者などの被害に対して、地域や施設内で、少し離れた場所のグ

ループ相互間で効果的に連絡をとり合い、連携して被害減少の対処行動

を即断して実行するものです。ゲーム上の被害現場として架空の地域と

保有防災資機材などが準備されていますが、Ｊ-ＤＡＧを特定の地域や

施設で実施する場合は、現

実の状況に合わせて行なう

のが最も効果的です。Ｊ-Ｄ

ＡＧを実施するための詳細

な説明やゲームで使用する

材料は、「防災塾・だるま」

のホームページのメニュー

「Ｊ-ＤＡＧ 発災直後の行

動ゲーム」のページから、全て入手可能です。体験していただき、来た

るべき大地震時の減災につながれば幸いです。 
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３４．顔の見える関係 

大災害時に救われた命の７割以上が近隣地域者による救助でした。災

害時にはまさしく「遠くの親戚より近くの他人」です。消防など公的機

関は来てくれるまでに時間が掛かり多くの場合間に合いません。では、

近隣地域者の救助を当てにして良いのでしょうか。さらに救助率を高め

て犠牲者ゼロを目指さなければなりませんが、いざその時の成り行きで

は望むべくもありません。特に首都圏では大きな問題があります。それ

は近隣に住んでいる人達のお付き合いが薄かったり、全く知らないなど

の疎遠社会、覆面社会化が進んでいることです。近隣で助け合うために

は、家族と同様とまで言わないまでも、お互いに無事だろうかと心配し

合う関係があり、そして災害が発生した時には、いち早く安否を確認す

るしくみがあり、さらに救助活動ができる体制が必要です。①心配し合

う関係。②安否確認の仕組み。③救助体制。のうち、②と③は自治会・

町内会などで、それなりに作れますが、ただ作っただけでは、いざその

時に「絵に描いた餅」になり兼ねません。それに魂を入れて真に機能さ

せるのは①の心配し合う関係だと思います。これは規則やマニュアルで

作れるものではありません。地域の防災・減災力向上を目指す手段は

多々ありますが、それを実効あるものにするのは、近隣の「顔の見える

関係」作りが決め手と云っても過言ではないと考えます。ある自治会で

は、全世帯が近隣５軒の安否確

認を行い、全住民の安否確認の

集計までを１時間以内に行なう

全世帯参加の訓練をしています。

この時の５軒はどこでも良く、

近くながらあまり懇意でない家

を訪問するのがポイントです。

単に安否確認だけでなく「防災

豆知識カード」の交換をして話

題にし、「安否確認」をしながら

「防災知識の向上」と「顔の見

える関係」が広がることを期待

して行なわれています。 
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３５．起震車と煙体験 

防災訓練会場で「起震車」による震度７の体験や「煙体験」が実施さ

れることが多々あります。これは災害時の適切な行動に生かすための体

験ですが、この体験の有効性について考えてみましょう。まず震度７に

ついて、首都圏直下地震などの震度分布がハザードマップとして作られ

ています。これらの震度予想は、地上震度であって高層ビルや古い木造

家屋の２階などではその揺れは大きくなります。3.11 の時、遠く離れ

た大阪府の咲洲ビル最上階での揺れ幅は３m もあったそうで、南海トラ

フ巨大地震での揺れ幅は１５ｍが予想されるそうです。地震を感じたら、

本震（Ｓ波）が来るまでの初期微動（Ｐ波）の段階や「緊急地震速報」

の段階では、近くのより安全なゾーンへ移動する習慣を身につけておく

ことが必要です。じっとして動かないなら誰でも出来ます。家が倒壊し

て下敷きになるのを待つのではなく、その時に１秒たりともあきらめず、

我が身を守るため少しでも安全を図る行動をするための体験で無けれ

ば意味がありません。行動中に怪我をするかもしれません。怪我は治り

ますが命を失ってはおしまいです。単に「起震車」での揺れを体験する

だけでなく、その時の行動を考え、そして家屋の耐震補強、家具の固定、

安全ゾーンの確認、逃げ道の確保などの備えにつなげることも大切です。

煙体験は火災時の適切な避難行動につなげるものです。アメリカの小学

校では通常の煙より特別に厳

しい煙で行い、目は真っ赤に

なり、呼吸はゴホンゴホンと

大変な思いを体験させるのだ

そうです。煙だけでなく一酸

化炭素も迫っているかもしれ

ません。これを吸っては神経

が麻痺して動けなくなるので

早く適切に逃げる必要があり

ます。最近の都会の子供は焚

き火の経験も無く煙の怖さを

知りません。霞のような無害

の煙体験は、単に前が見えないことだけの体験に近く、煙は怖くないこ

とを体験させていることにもなるので、きちんと良く説明をして実施し

なければ逆効果に成りかねません。起震車や煙体験は、命を守ることに

つながるように実施することが肝要と思います。 
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３６．住民の意識が減災につながる 

大地震が起これば、家屋の倒壊、火災の発生、崖崩れ、津波、等々の大

きな被害が発生します。特に人口が密集し複雑で多様化している首都圏

では未曾有の被害となるでしょう。そんな大被害も、住民の一人一人が

しっかりと自分の命を守り、そして我が家を守ることとして取り組み、

十分な対策ができていれば被害は大きく減少できるでしょう。残念なが

ら、多くの人々の備え対策は不十分であったり、被害減少でなく災害後

の備えが優先していると思います。すなわち、食料の備蓄、簡易トイレ

の準備、避難袋の準備、これで我が家の防災対策は出来ているとするな

ら問題があります。それらは災害後の処し方に困らない物であり、命や

家屋財産を守るなどの防災・減災対策ではありません。それらも必用で

すが、それらを必用としないようにする真の防災・減災対策を優先する

必要があります。そのような意識考えで、住民皆が対処すれば大きな減

災効果が得られるでしょう。これは自分や自分の家庭だけの問題ではあ

りません。怪我をしたり犠牲になったり、また火災を出せば延焼して地

域が消失するので地域に大きな迷惑や損失を与えることになります。防

災・減災の対策は自分だけのことでなく地域社会に対する責任でしょう。

命を守るには、①家屋の耐震補強。②家具のしっかりした固定。③いざ

その時には適切な行動。家屋を守るのも①家屋の耐震補強。②家具のし

っかりした固定。そして③確実な初期消火。などです。地震の揺れを感

じた時、動かずじっとしているなら誰でもできます。そんな時に反射的

に行動できるようにするのが訓練です。わが家の安全ゾーン、例えば玄

関などへ移動するなど、１秒でもあきらめず命を守るための最善と考え

る行動ができるようにし、そして危険のない通路にしておきましょう。 

このような基本的対策の積み重ねが防災・減災で最も重要ですが、事前

の備えと災害発生直後の

個々の家庭や現場の問題

であって、これらに関して

行政は殆ど対処できない

事柄です。 

災害後の後始末より真の

防災・減災を優先して、各

家庭でしっかり取り組ん

で来るべき大災害の被害

を皆で小さくしましょう。 
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３７．臨機応変の対応 

想定を超えた災害が発生した時はパニック状態になります。そんな時

に我が家や我が地域で適切な判断をして行動することは容易ではあり

ません。少しでも良い判断と行動をするためには、普段から対処対応を

よく考えておき、それに基づく訓練をしておくことが大切です。自治

会・町内会等では多くの場合、同時に複数の事柄に対処しなければなり

ません。何を優先するか、また責任者不在の場合には誰が判断し指揮す

るかなど、災害時の行動マニュアルを作成し心得ておくことが必要です。

いざ大災害時には、電話もケータイも使えず、停電にもなります。責任

者が集まって打合せしている時間的余裕もありません。先ずは、我が家

が無事なら隣近所の確認をし、それらの情報に基づいた自治会・町内会

全体の活動になることでしょう。そんな状況で、「火災が発生した」「倒

壊家屋に閉じ込められた」「寝たきりの人が避難できない」等々の事象

があったとき、何を優先して対処するかの判断が必要になります。優先

順位の事例がマニュアルに書かれているかもしれません。マニュアルは

考え方の参考としての価値はありますが、あくまでも一般論です。現実

の災害はその被害の状況と規模は千差万別であり、その対処もマニュア

ル通りが適切とは限りません。すなわち、火災にしても、危険性や延焼

の可能性は発生場所によって一律ではありません。閉じ込められにして

も、直ちに人命につながる場合もあれば、そうでない場合もあります。

寝たきりの人の避難も切迫性の程度は異なります。これらは、その時に

現場に居て対処する当事者が現状に応じて臨機応変に判断して対処す

るしかありません。マニュアルは考え方の指針として心得ておく必要は

ありますが、これに縛られることなく、臨機応変に適切な判断をして行

動することが必要です。いきなり

災害に遭遇すればパニックになり

適切な判断や行動はできません。

そのためには、普段から災害時の

状況をイメージし、その時の判断

と行動をよく考えておくことが大

切です。オロオロして何もしない

のは最悪です。ちゅうちょせず積

極的に、そして臨機応変に判断し

て行動しましょう 
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３８．災害てんでんこ 

3.11では「津波てんでんこ」の教訓がクローズアップされました。家族

はまだ逃げてないのではと心配で戻った結果、自分も津波の犠牲になる。

こんなケースが多くあるので、ばらばらにどこにいても、それぞれが最

善の判断と行動をして逃げていると信じ合えるように家族で知恵を共

有しておく。ちゃんと逃げていると互いに信じて、それぞれがしっかり

と逃げるのが「津波てんでんこ」です。これは津波に限ったことではあ

りません。首都圏大地震が発生し大災害になれば、家屋の倒壊や大火災

をはじめ多種多様な災害が発生します。そんな時、家族が全員一緒に居

れば共に逃げれば良いでしょう。ところが家族は学校や会社、または買

い物に出かけているなどで居場所がバラバラな時にはどうしますか？ 

3.11の時、首都圏では殆ど被害はありませんでしたが、それでも電話も

ケータイも通じませんでした。首都圏の大災害時に電話が通じることは

あり得ません。数 km以上離れた場所にいれば、仮に連絡ができてもお

互いに助けに行くことは不可能です。各自それぞれがその場で最適と思

える判断をして行動するしかありません。そんな時、我が家族の行動が

信じられず心配であれば自分の判断や行動にも影響します。お互いに最

善を尽くしていると信じ合えるように、その時の判断と行動はどうある

べきか、家族でしっかりと共有しておくこと、すなわち「災害てんでん

こ」が大切です。自宅に居たら、商店街を歩いていたら、電車に乗って

いたら、地下街に居たら、デパートで買い物をしていたら、都心にいた

ら、海岸にいたら、・・・それぞれの場所で最適な行動をするためには

普段から良く考えておかなけ

れば、いざその時にはパニック

になり群衆の流れにはまって

しまうでしょう。大災害をいイ

メージし、状況に応じた最適な

行動を家族で身につけておき、

家族は皆な最善を尽くしてい

ると確信できるようにしたい

ものです。それは受け売りの行

動ではなく、自分達なりに考えて納得できた応用の効く行動が望ましい

です。そして、いざその時の行動が、そばにいる多くの他人の命を救う

行動にもつながれば最高です。「災害てんでんこ」真剣に考えてみて下

さい。 

 

３９ 



考える防災 

３９．安否確認Ⅱ 

このシリーズ№13で安否確認を取り上げましたが、今回は具体例をご紹

介します。災害が発生してしまったら、被害状況を把握し被害拡大の防

止が大切です。地域から犠牲者を出さないための行動、それは最も優先

されるべき活動です。無事な人は誰か、どこで誰がダメージを受けてい

るかなど、地域全員の早期安否確認が必要です。そのやり方について考

えてみましょう。 

自治会・町内会の役員や班長、または民生委員等が安否確認を行うこと

が多いと思います。このような特定の人が行うのは、一人当たりの確認

数が多く時間がかかったり、その人が災害時に居なければ安否確認に漏

れが生じたりします。そこで、特定の人が行うのではなく、地域全ての

家庭がそれぞれ、例えば５軒づつの安否確認を行い、我が家も含めて６

軒分の確認データを、その時に地域に居る役員や班長の誰かに届けます。

それらのデータを地域の本部で集約すると、速やかで漏れのない安否確

認ができます。安否確認は近隣で行うとの基本的なこの方法は、漏れな

く速く行えるだけでなく、もっと大きな利点があります。それは災害時

の防災・減災活動は、単に仕組み

を作ったり、防災資機材を整えた

りするだけでは「絵に描いた餅」

になりかねません。いざ鎌倉の時

に原動力になるのは「近隣の顔の

見える関係」絆です。公園や学校

のグランド等に集まって防災訓

練を行うのも良いでしょう。日時

を決めて各家庭が５軒ずつの安

否確認をして短時間に収集する

ような訓練も良いと思います。そ

んな訓練の時、できれば極めて懇

意な家でなく、近所ではあるが付き合いの薄い家を訪問して新たな「顔

の見える関係」が作られれば最高です。近隣で新たな顔の見える関係が

生まれ、お互いに心配し合う関係が醸成されれば、魂の入った安否確認、

人命救助ができます。磯子区のある地域では、そんな安否確認訓練の時、

名刺代わりのようにしてお互いに交換して話のきっかけとする「防災豆

知識カード」を多数作っています。「安否確認」「顔の見える関係作り」

「防災知識の向上」と一石三鳥です。やってみませんか？ 
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４０．その場に適した安全行動 

「ドロップ」小さくなって、「カバー」頭を抱えて、「ホールドオン」じ

っとする、いわゆる「だんご虫ポーズ」が紹介されていますが、これは

「無条件降伏」「私は何もしません」「どうにでもして下さい」の態度で

す。この行動は火山噴火の噴石を避けたり、銃乱射テロ対応としては良

い面もありますが、地震の対応としては良くありません。小さくなれば、

天井等から落ちてくる物からの距離が長くなり（距離が２倍になればシ

ョックは４倍）ダメージは大きくなります。床に顔を伏せていれば、あ

たりの状況も分かりません。じっとするなら誰でもできますが、それで

は何も好転しません。人間は格闘技をするときの態勢、すなわち立って

腰を落として身構え、視野を広く周囲を見渡す態勢が最も安定であり臨

機応変の敏しょうな対応ができます。大地震の時に「その場に適したよ

り良い安全行動」ができるようにしておくことが大切です。それは体の

態勢だけでなく、それぞれの場所でどんな行動が、我が身を守る適切な

行動なのかを、予め考えておく必要があります。いざその時はパニック

になって冷静に考える余裕はないでしょう。とは言っても、場所も状況

も千差万別ですので「ここではこうだ」とは言い切れませんが、一例と

して「その場に適した安全行動」を挙げてみましょう。 

・家にいたら：良い条件の揃っている玄関などに移動する。 

・商店街を歩いていたら：看板等の落下物を避けて駐車場や空き地に移

動する。 

・電車に乗っていたら：立って踏ん張り、支柱や吊革に両手でしっかり

掴まる。 

・デパートに居たら：比較的丈夫で物が置かれていないエレベータ前へ

移動する。 

・地下街に居たら：太い柱の周囲で身構え、雑踏を避けながら地上へで

る。 

・海岸に居たら：津波を想定して安全そうな高台へ移動する。 

・ビルの高層階に居たら：大型家具のない場所で家屋の固定物に掴まる。 

これらのように、自分の行動

範囲の夫々の場所において、

普段からしっかりと考えてお

き、いざその時は落ち着いて

行動しましょう。    
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４１．不意打ち訓練 

現代では台風の予報はできるので、襲来に備えて対策本部を立ち上げ、

避難所を開設する等の事前準備が可能です。一方地震は、いずれ必ず発

生すこることは言えても、その日時の予報はできないので突然襲われま

す。したがって日頃の備えはできますが直前の臨戦態勢はできず、発生

後の対処対応が主になります。大地震が発生したら、家屋の倒壊、火災

の発生、崖崩れ、津波の襲来、等々があります。それらは地震発生から

１時間以内のことです。その時には停電になり、電話もケータイも通じ

ません。そんな状況の中で何をすべきかを心得ていて、家庭や地域で適

切な対処対応の行動ができれば、人命や家屋財産の被害を軽減できる可

能性が高まります。先ずは我が身の安全確保です。続いて初期消火、地

域住民の安否確認、救出救護、避難誘導、などを速やかに行わなければ

なりません。発災直後のこの段階では、家庭の主人も、地域の責任者も

不在かもしれません。また様々な被害は、ほぼ同時に発生するので対処

行動も同時並行で行う必要があります。何もしなければ被害は拡大して

しまいます。防災訓練ではこんな状況を想定した訓練こそ必要です。「不

意打ち訓練」とは、例えば横浜市の何処かで震度３以上の地震があれば、

昼夜を問わずその時に何らかの訓練を行う。また地域の防災訓練の中で

は、○○宅で火災発生として消火器具を速やかに実現場へ持ち寄るとか、

××宅で負傷者発見として担架で××さんを運ぶなどを、同時に事前予

告なしの不意に行うものです。ケータイも使えない中でのこのような訓

練では、どこに居るか分から

ない人達に連絡しなければ

ならず、探していては手遅れ

になってしまいます。災害時

の連絡手段としては、一度に

大勢に伝えられ、機能ダウン

しないトランシーバの活用

が極めて有効で強力なツー

ルになります。実災害時をシ

ミュレーションした「不意打ち訓練」をやってみましょう。 
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４２．防災豆知識（発生周期、震度/Ｍ、P/Ｓ波/距離） 

直下型として、横浜で震度６弱以上の地震の発生は全国で最も高く、30

年以内に 78％の確率が発表されました。一方、関東大震災などプレー

ト型地震は 200 年周期で、あと 100 年ほど先だとの説がありますが本

当でしょうか？ 沈み込む太平洋プレートには巨大な海山があり、それ

が引っかかって（アスペリティ）スムースな沈み込みができず大きなエ

ネルギーが蓄積されます。海山の大きさは様々なため、発生周期は一様

でなく少なくとも 100～400 年とバラツキがあり、今日でも発生する

可能性もあり得ると考えられます。地震が発生すると震度とマグニチュ

ードが発表されます。震度は地表の揺れの大きさです。マグニチュード

（Ｍ）は地震のエネルギー規模です。すなわちＭが大きくても震源が遠

ければ震度は小さく、直下型地震など震源が近ければＭが小さくても大

きな震度になります。関東大震災はＭ7.9 でした。M が１違うと 3２倍

規模が違います。200 年でＭ7.9 のエネルギーが溜まるとすれば、100

年ではその半分Ｍ7.7 のエネルギーが溜まっており十分に大地震の規模

です。地震振動（揺れ）には、最初にガタガタと細かく揺れる「初期微

動」、進行方向の粗密波（Ｐ波）と、ユサユサと大きく揺れる「本震」、

進行方向と直角の波（Ｓ波）があります。Ｐ波はＳ波より伝播速度が２

倍ほど速く秒速は７～８ｋｍです。各地の地震計でいち早くＰ波を捉え

て震源を特定し、Ｓ波が到達するまでに知らせるのが「緊急地震速報」

です。最初のガタガタＰ波を感

じてからＳ波ユサユサを感じ

るまでの時間が 10秒なら、Ｐ

波の速度を掛算すれば 70～

80ｋｍと震源までの距離が計

算できます。Ｐ波は直ぐに減衰

し遠くまでは伝わりません。一

方、Ｓ波はユーーサユーーサと

ゆっくりした揺れほど遠くま

で伝わりますが、液体中は伝わ

らない性質があります。3.11

の時、関東での揺れはユーサユーサだったので震源はそこそこ遠く関東

以遠と言え、遠いにも拘らず大きな揺れだったので、震源付近では巨大

地震だと推察できるわけです。 
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４３．防火水槽 

大地震が発生した時、都市部では大火災が発生し、それが家屋財産を失

うだけでなく多くの犠牲者を出してしまいます。大災害時には同時に多

数の火災が発生するのが常であり消防を当てにはできません。火災発生

の初期なら家庭内や地域住民で消すことが可能で、それこそが大きな２

次災害を防ぐ決め手となります。消火器は家族の誰もがしっかり使える

ようにしておくことが大切で、一家で複数個常備しましょう。それは我

が家を守るだけでなく、地域を守る責任でもあります。消火器の噴射距

離は２～3m で噴射時間は１５秒前後です。消火器で消しきれない場合

の手段も地域では準備しておく必要があります。横浜市では水道管の耐

震化が進んでおり消火栓が使える可能性があります。訓練をすれば消防

や消防団でなくても容易に消火栓から放水できる「スタンドパイプ式消

火器具」が横浜市の補助を得て購入できる制度があります。さて、今回

のテーマは「防火水槽」です。これは水道が断水した時に消防が消火に

使うための貯め水です。赤っぽい蓋（色あせてますが）のマンホールで、

磯子区内には 40ｍ3と 100ｍ3の水槽が合せて約 130 箇所あります。

災害時に消火栓が使えない時、消防も来てくれない時、この「防火水槽」

の活用も考えておくべきでしょう。汲み上げ放水ポンプがあればベター

ですが、高価なので自治会・町内会ではなかなか導入できません。そこ

で放水能力はありませんが安価で実現できる次の手段があります。組立

水槽を火事場近くに置き、「防火水槽」から工事用汲み上げポンプとホ

ースで水を輸送します。そして組立水槽からはバケツリレーで消火に当

たります。「防火水槽」でなくても近くに川や池、井戸があれば活用で

きます。工事用汲み上げポンプは電動であり、停電時は発電機が必要で

すが、組立水槽まで距離があっても、一度稼働すれば無人で輸送でき、

バケツリレーよりはるかに効率的です。ただし火事でない訓練などで

「防火水槽」の水を使ったときは、使用者負担で水道水を補充しなけれ

ばなりません。 
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４４．火山噴火とその影響 

富士山の噴火が取りざたされています。大地震があると断層がずれてマ

グマ道ができたり、マグマが揺さぶられてシェイクしたビールが刺激さ

れて噴き出すように、火山が大地震からしばらく遅れて噴火することは

過去の例で明らかのようです。地震の予知は容易ではありませんが、火

山噴火の予知についてはマグマの上昇状態や山の膨らみ微振動などを

直接または近くで観測可能なので、しっかりと観測網を整えれば噴火の

予知は可能です。従って、富士山の不意の噴火は無いと思われます。富

士山が噴火した時、近くで火砕流や火山弾の直撃に見舞われれば一瞬で

落命しますが、予知により事前の避難は可能と考えられます。ところが、

噴火の規模にもよりますが富士山が大規模噴火すると、東京や横浜でも

数センチ以上の火山灰が積もるとの予想があります。こんな状況になれ

ば首都圏は全く機能しないだけでなく、誰も生きていけない可能性があ

ります。火山灰は雪と違い解けません。吸ってしまうと肺が障害を起こ

します。電線はスパークして完全に停電します。車はスリップして走れ

ないだけでなく、エアフィルターが詰まってエンジンは動かなくなりま

す。交通機関は完全にダウンし、物流も長期間停止します。これでは留

まっての生活は容易ではないので、首都圏はしばらくゴーストタウンと

化す可能性があります。首都圏３千万人の移住ははたして可能でしょう

か？ 大地震に対して、津波の心配がない高台の頑丈な家に住めば一応

安心ですが、火山の大噴火に対しては全くダメです。火砕流から離れた

場所では直接命に関わることは無いにしても、長期にわたる大規模な後

遺症被害が深刻なのです。高層ビルや地下街、複雑なインフラを有する

近代の大都市で、地震や火山噴火などの大災害に見舞われた経験は世界

的になく、どんな事態になるのか想像すら困難です。最大の防御は、首

都の人口を地方へ分散することでしょう。 
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４５．出動態勢訓練 

大地震など大災害時には、その発生直後が命や家屋財産を失う可能性が

高い緊迫した重要な時間帯です。この時、集まって打合せしている時間

はありません。また責任者も不在かもしれません。ここで紹介する「出

動態勢訓練」は、災害が発生した時に活動を開始する前の準備と態勢を

確認するものであり実戦的な訓練です。横浜市磯子区のボランティア

「横浜市アマチュア無線非常通信協力会・磯子区支部」では、横浜市の

何処かで震度３以上の地震があれば、たとえ磯子区の震度が３以下でも、

地震発生時刻から３０分間を「出動態勢訓練」としています。この訓練

は、２００５年の７月から開始し、２０１５年２月現在まで欠かさず行

っており８３回になります。実際の地震によって行う訓練なので昼夜を

問わず不意打ちの訓練です。訓練では、アマチュア無線グループである

ため、磯子区全域に分布する会員から自宅周辺の被害情報を、その時の

参加者の誰か一人に報告し情報を収集します。そして収集した情報は行

政へ報告します。この訓練で３.１１の時は震度５強だったので訓練でな

く本番活動へ移行し地震発生直後から夜の７時まで実活動を行いまし

た。災害時には、自治会・町内会などの小地域内でも減災のためには発

災直後の被害状況の把握は不可欠です。小地域なら無資格無登録で使え

る「特定小電力トランシーバ」を役員や班長宅で持ってもらい「出動態

勢訓練」として自宅からトランシーバで近隣の被害報告を行うことがで

きます。訓練参加者で情報を共有できると共に、そのとき誰が活動でき

るかが分かります。それには普段からトランシーバの扱いに慣れておく

必要があります。地震の時トランシーバのスイッチを入れること。そし

てその時に居る人の誰かが情報収集担当をしなければなりません。「出

動態勢訓練」は繰り返し行って習慣化すると心強いです。横浜の何処か

で震度３以上の地震

は年に数回あります。

この「出動態勢訓練」

は、どこかに集まるわ

けではなく自宅から

応答するだけなので

容易にできますが、災

害時の初動活動の第

一歩目として極めて

有効だと考えます。 
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４６．Ｋ-ＺＡＧ（絆づくりと安否確認ゲーム）  

災害が発生したら、近隣地域の人々全員の安否確認を速やかに漏れなく

行なうことが地域から犠牲者を出さない決め手になります。安否確認に

関して「考える防災」の№13 と№39 で取りあげました。その実例は、

災害発生時に地域に居る人全員の安否を各戸で手分けして短時間で確

認すること。それを地域の訓練として行えば、近隣の顔の見える関係も

醸成できると云うものでした。その方法を地域の訓練として導入する前

に模擬体験し、地域にマッチさせたシステムにするためのツールとして

作成したのがＫ-ＺＡＧ（絆づくりと安否確認ゲーム）です。ゲームで

は、５ブロックから構成されている地域として、参加者を 5組に分けま

す。各組にはブロック長と参加者全体の中から地域の本部長役を決めて

おきます。参加者全員には「防災豆知識」と「架空家族情報」カードを

それぞれ数枚づつ配っておきます。ゲーム開始と共に、同じブロック内

の誰かを訪ねます。訪問者も来訪者も共に「架空家族情報」による架空

の家族に成りすまして対応します。「防災豆知識カード」を話題のきっ

かけとして会話し親交を深めると共に、互いに相手家族の安否を聞いて

記録します。訪問相手を変えながら成りすまし家族も変えて、順次対応

を繰り返します。所定家族数の安否確認が出来たら、その記録をブロッ

ク長へ届けます。ブロック長は、同じブロックの全参加者からの安否確

認報告を取りまとめて、地域の本部長へ報告します。本部長は、5ブロ

ックからの安否確認報告を集計し、報告家族軒数に漏れが無いか確認し、

ＯＫなら安否確認に要し

た経過時間を記録して終

了とします。結果として、

集計した安否確認の正確

さや、時間の掛り過ぎ等

について、しっかりと分

析し反省します。実際の

災害時には絆づくりでな

く、全員の「安否確認」

を速やかに行うことに専

念しますが、訓練では普段あまりお付き合いの無い家庭を訪問して、近

隣の顔の見える関係「絆」を作っておくことで、いざ災害時には共助の

大きな力となります。 
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４７．わが身を守る行動  

災害時に「我が身を守る行動」は、台風のように考える時間的余裕のあ

る災害もありますが、大地震は突発的であり、どんな行動をするかを事

前に考えておく必要があります。このシリーズの中でも「シェイクアウ

ト訓練」や「その場に適した安全行動」の中で触れましたが、重要なこ

とですので再度大地震時の「我が身を守る行動」について考えてみます。

大きな揺れが来たら大方の人はその場で凍り付いたように立ち止まっ

て何もしないことでしょう。一部では「身を小さくし、頭を保護して、

じっとしてなさい」とダンゴ虫ポーズを推奨していますが、それは適切

でしょうか？ ダンゴ虫ポーズは、私は何もしません、どうにでもして

下さいとの無条件降伏の姿勢です。これも火山の噴石や銃の乱射から身

を守るなら良いでしょう。大地震での落命の多くは家屋倒壊での圧死や

脱出できずに窒息死や焼死です。これらから我が身を守るのは、じっと

するのではなく、少しでも安全を確保する行動をすることです。いろい

ろな場所における災害時の情景をイメージして、どう行動するのが良い

か、しっかりとした考えを持った上で強い行動の意思がなければできま

せん。揺れている最中の行動には限界がありますが、数メートルの移動

や落下物や飛散物から避けるなど、少しの行動が運命を分けるかもしれ

ません。それには、①視野を広く周囲の状況を把握すると共に敏しょう

な行動がとれる態勢をとる。②少しでも上からの落下物や危険な飛散物

の無い場所へ移動する。③倒壊の心配があれば可能な限り建物から脱出

する。③電車や高層ビルで

は、踏ん張って固定物にし

っかり掴まる。そんなこと

を基本にして、④普段から

あちこちの場所での、良い

と思う行動をイメージして

おく。⑤我が家の安全ゾー

ンや脱出通路の安全を確保

しておく。⑥緊急地震速報

や小さな地震でも感じたら、

訓練としてその場で実践す

る。こんな行動を考えて自

分で良いと確信したら命を落とさないため実行しましょう。 
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４８．大地震は必ず発生する  

震度６以上の直下型大地震発生確率は横浜では３０年以内に７８％と

日本一高い値が発表されています。地震大国日本で最も高い確率とは世

界でも最も高いかもしれません。地震のエネルギーは、被害をもたらさ

ないスロースリップとして開放されることは希にありますが、通常はど

んどんと蓄積され続け、突如崩壊し大地震が発生します。子供のころ将

棋の駒を交互に積み重ねていき崩した方が負けの遊びがありました。ど

こまで積み上がれば崩れるか未知数ですが、いずれは必ず崩れます。 

関東大震災(1923 年)のプレート型地震は、それ以前の元禄関東大地震

(1703 年)、明応関東地震(1498 年)、永仁関東地震(1293 年)、と近

年は２0０年余りの周期で起こったので、関東大震災から９２年しか経

過していない現在、少なくとも後 100年程は発生しないとして、前記

の発生確率には入っていません。しかし、関東大震災の半分弱のＭ7.7

（阪神淡路大地震の４倍）に近いエネルギーが溜っていると思われます。

そんな時に直下型地震や、3.11 の震源域の南側である地震の空白地帯

とされる茨木沖などで、大きな地震が発生すれば誘発される可能性は否

定できません。すなわち将棋の駒がある程度積み上がっている時に将棋

の盤が揺すられれば駒は崩れます。 

ともあれ、明日か３０年先か、さらに

はもっと先かは分かりませんが、どこ

までも積み上がれるわけはなく、いず

れは必ず崩壊し大地震が発生するこ

とは 100％間違いはありません。震

度７に達する大地震は、これまで各地

に発生していますが、人口３千万を超

える過密で複雑多様な巨大都市での

大地震は未経験です。どんな事態が生

じるか考えるだけでも恐ろしいもの

があります。最悪を想定して、繰り返

しますが「最悪を想定して」他人事と

思わず、我が身を守る、そして我が地

域を守ることを、しっかりと考えて大

地震に備えておくことが大切です。 

 

 

 

49 



考える防災 

４９．クラッシュ症候群  

阪神淡路大震災から２０年、あの震災を知らない若者が多くなりました。

この震災からクローズアップされた事象に「クラッシュ症候群」があり

ます。倒壊した家屋や家具の下敷きになり、自力脱出は不可能で長時間

手や足を強く挟まれたまま助けを待つ人がありました。意識はあり会話

もできるので、”今助けてあげるよ”と障害物をジャッキで上げて引き

出そうとしたとたんに息絶えることがあったそうです。これが「クラッ

シュ症候群」です。挟まれた先が壊死すると筋肉が溶解してカリウムが

血管に解け出します。その状態で挟まれた部分を開放すると、心臓にカ

リウムが運ばれて心停止になるものです。従って、長時間挟まれている

人を見つけたら、意識があるからとうかつにジャッキやてこで開放する

ことはせず、先ずは専門家に連絡して慎重に対処する必要があります。

長時間とは５時間か１０時間か、はたまたもっと長いのか、それは挟ま

れ具合により異なります。すなわち少しは血が通っているとか挟まれた

部位の大きさなどにも寄りますので一概に何時間とは言えません。しか

し、挟まれた瞬間に「クラッシュ症候群」に陥ることはありませんので、

短時間なら大丈夫ということはできます。その目安は２時間程度と云わ

れています。もっと長くても大丈夫かもしれませんが、２時間以内なら

「クラッシュ症候群」を心配することなく救出可能ということです。大

災害時は、消防その他の専門家が直ぐ来てくれることは期待できません。

阪神淡路大震災では約８0％が

近隣地域での救助だったと云わ

れています。延焼する火災から

の脱出救助はもちろんのこと、

火災でなくても「クラッシュ症

候群」もありますから、救助が

必要な被災者を発見するための、

地域における全員の安否を速や

かに確認するシステムの構築も

大切です。 
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５０．不幸中の幸い 

阪神淡路大地震や 3.11の大津波は甚大な被害をもたらしました。そし

て想定外なる言葉が飛び交いました。未曾有の被害ではありましたが最

悪の被害だったのでしょうか。危機管理では最悪を想定するのが第一原

則ですから、前記２つの被害について考えてみます。阪神淡路大震災は、

冬の朝５時４６分に発生しました。早朝であったため多くの家族は全員

が家庭におり、家族の安否が確認できました。１階がつぶれた鉄筋の学

校には学童はおらず犠牲者はゼロでした。通勤ラッシュ前の時刻であり、

交通機関での犠牲者は少数でした。断水になりましたが冬であったため

汗をかかず、熱中症や伝染病は殆どありませんでした。そう考えると不

幸中の幸いとも言え、最悪の季節や最悪の時間帯、さらに強風などが重

なればもっと多くの犠牲者が出ていたかもしれません。次に 3.11 の津

波被害はどうでしょうか? 当日の２時４６分は大潮の満潮ではありま

せんでした。もし大潮の満潮なら加えて数十センチ潮位は高かったはず

です。更に台風が重なれば更に数十センチ高くなります。これらが重な

ることは確率的には低いですがゼ

ロではありません。潮の干満や台

風の低気圧では海だけでなく陸地

も少し上下しますので、それらが

地震発生の僅かながら引き金にな

るとの説もあり、重なる確率は案

外高いのかもしれません。いずれ

にしても、それらが重なれば被害

は増大したでしょう。それより発

生時刻が昼間でなく真夜中だった

ら停電で真っ暗になり、海がどっ

ちで高台がどっちかも分からなくなり、津波の迫る黒塵も見えず逃げる

ことは極めて困難だったでしょう。大地震・大津波が小潮で台風と重な

らず昼間であったことは最悪ではなく不幸中の幸いだったと言えます。

このように考えると、不幸中の幸いで命拾いするのではなく、災害が発

生した時の最悪の状況をイメージして、我が身、我が家族、我が地域を

守る適切な準備と行動を何よりも優先して心得ておくことが大切です。 
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５1．生き残るために 

"天災は忘れた頃にやってくる"と言われますが、首都圏や南海トラフの

大地震は迫っています。台風のように直前の予報は出来ないので多くの

人が無関心です。人口 3千万人もが集中する複雑多様な大都市が大地震

を経験したことはありません。その被害は未曾有になり、周辺地域から

の救援も焼け石に水の状態となるでしょう。そんな時、貴方自身の心構

えと備えが命を落とすか生き残れるかの運命を左右することになりま

す。公的機関は災害後の対処や復興への対処はできますが、命に関わる

発災直後への対応は無力です。ここは自分や身近な人との自助と共助が

頼りです。このシリーズでは、ずっと「生き残ること」をテーマにして

きました。そのための対処行動は地理的環境や住環境によって大きく異

なります。身を守る行動の格言なども環境の変化に合わず不適切なもの

もあります。命に関わることなので鵜呑みにせず、当地域の最悪被害を

イメージして、よく考えて納得し、我が家族や我が地域に合った応用の

きく対処と行動を心得ておくことが肝要です。防災・減災に関して、①

最悪の被害を想定した目で我が地域の環境を観察してみましょう。②我

が家の耐震性と家具の固定をしましょう。③命を落とさないための備え

とグッズを準備しましょう。④いろんな場所で身を守る行動を考えてお

きましょう。⑤我が家から火災は出さず初期消火態勢を整えておきまし

ょう。⑥いざその時は近隣でお互いに安否確認を行ない助け合いましょ

う。⑦近隣と共助できるよう顔の見える関係を作りましょう。⑧命を落

とさない、我が家と我が地域を失わ

ないための防災訓練を行い、積極的

に参加しましょう。⑨生き残ったあ

とに困らないための備蓄をしましょ

う。⑩そしてこれらに関して真剣に

考えましょう。さて、この「考える

防災」は４年を超えて毎月掲載して

きましたが、今号でいったん終了と

なり、今後は不定期の掲載になりま

す。「考える防災」で検索すればホー

ムページでも見られます。皆様「考

える防災」で、ぜひ生き残って下さい。 
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５２．災害時トランシーバの使い分け 

災害時の全ての行動は情報から始まるので、災害時における確実な情報

伝達手段が求められます。そして災害時でも中継なしで直接交信するの

でダウンすることなく確実に使えるのがトランシーバであり最適で最

強の連絡手段です。無資格で使えるトランシーバの代表的なものとして、

特定小電力トランシーバとデジタル簡易無線があります。前者はその名

の通り「小電力」なので通常 200m 程度の伝達距離です。しかし、災

害発生直後の命に関わる重要な時間帯はこの範囲内の近隣の人しか当

てにできません。遠くまでは届かないので遠方からの混信がなく小地域

内では有効に使えます。一方、デジタル簡易無線は、出力５ワットもあ

り遠くまで届きます。高性能アンテナを使えば関東一円との通信も可能

なほどで、遠くからの混信が生じることになります。ここでもう一つの

問題は、デジタル簡易無線の登録タイプにはキャリアセンス機能が義務

づけられていることです。これは我が地域以外の遠くからでも誰かの電

波が受信されている間は発信できなくする機能です。すなわち電波の届

く範囲内では一人だけしか発信できません。関東一円とまでならなくて

も広いエリアで一人しか発信できないと、平時はうまく使えても、大勢

が使う災害時に使えないのでは困ります。特定小電力トランシーバとデ

ジタル簡易無線は次のように使い分けるのが良いと考えます。災害発生

直後の命と家屋財産を守る緊迫した段階は近隣地域の通信しかないの

で特定小電力トランシーバを多用します。時間が経過すると緊迫性は減

少しますが、役所や他の地域など少し遠距離通信の必要性が出てきます

ので、デジタル簡易無線を使いますが、地域の多くの人が使うのではな

く、本部などの限られた人だけが使うようにします。災害時には情報が

なければ行動はできず、確実で有効な情報伝達が運命を左右します。災

害時の時間経過で変化する情報の内容と伝える相手を考えて、それに適

したトランシーバを使い

分けることが効果的です。 

注：免許タイプのデジタル

簡易無線機にはキャリア

センス機能はありません。  
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53．津波と波浪 

台風の海で高さ１５メートルに達する波浪は珍しくありません。一方で

１５メートルを超える津波は希ですが大きな被害をもたらします。ここ

では強風による波浪と津波の違いを考えてみましょう。海岸で目にする

波浪は、海面が高くなっている部分（山）と低くなっている部分（谷）

が交互にあります。そして山の部分は次には谷になり、谷の部分は山に

なる変化を繰り返しています。その山と谷の場所は常に同じ場所ではな

く、風向きなどによって通常は少しづつずれているので波は移動して見

えます。あくまで海面の山と谷は上下しているだけであり、その上下し

ている位置がズレているだけなので、海水が移動しているわけではあり

ません。しかし、海岸にぶつかった波浪の先端部分では、１山分の海水

は陸へ打ち寄せます。ところが、次の瞬間には波浪は低くなるので、打

ち寄せた海水は戻ります。すなわち寄せては返すを波浪周期で繰り返す

だけで、陸地の奥へ海水は押し寄せません。一方の津波は、波浪と同じ

波ですが、波の山と谷の周期（間隔）が極めて長い違いがあります。津

波では海面が下がってから押し寄せるまで１時間だったとか、津波の第

１波に続いて第２波が３時間後に押し寄せたなどと云われます。このよ

うに津波は、山と谷の周期、山と山との間隔がすごく長いのです。津波

も寄せては返す波浪と同じ波ですが、寄せる時間が連続して長いので洪

水のように陸地の奥へと入り込むことになります。押し寄せる時間が長

いと、入口が広くて奥の狭いリアス式海岸や、段々と浅くなっている海

岸では、寄せる海水の行き場がなくなって集中し、海水の山は更に高く

なって陸地を襲うことになります。また、波は一方向だけから来るとは

限りません。どこかの陸で反射して複数方向から来たりします。そんな

時、別方向から来た波の山と山が重なれば山はさらに高くなり、山と谷

が重なれば逆に低くなります。そんなことが複雑に作用して、台風など

の波浪でも時々大きな山になったり、津波も第１波より第２波や第３波

の方が大きい場合が多々あります。 
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日本列島は地震活動期の真っ只中です。地球温暖化（灼熱化）によ

り、ゲリラ豪雨、巨大台風、竜巻など過激化は益々進みます。 

災害は、いつ何処でどんな規模で起こるかわかりません。自然災害

は完全に防ぐことはできませんが被害の低減は可能です。地域の地

理的環境や社会的環境によって被害の様相は大きく異なります。 

何を優先して守るかによっても一律的な準備や対処法では適切で

はないケースも多いので、応用の効く「考える防災」が大切なわけ

です。災害時はパニック状態であり、発災直後の対処では、その時

に考えている余裕もありません。冷静なる平時によく考えて準備

し、いざその時には冷静で適切な対応行動をして被害を小さくしま

しょう。一人一人の防災意識の向上と取組みの積み重ねが大きな減

災へとつながります。 
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